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けれどそのころの蘭学者は、ただひたむきにオランダ語に励んだ。幕末に諸外国の船が日本近海に出没するようになり、物情騒然と
してくると、海防の充実が叫ばれ、また西洋事情を知るうえからも、いっそう洋学（蘭学）に目がむけられ、にわかに蘭学熱がおこっ
た。しかし、開港後、諸外国との貿易がはじまると、オランダ語に代わって英語の必要性が痛感され、やがてフランス語、ドイツ語な
ども勢力をえてくるに及んで、オランダ語はすっかり等閑に付された。
江戸時代を通じて、わが国で学ばれた西欧語のうちで、いちばん息が長かったのはオランダ語（蘭語）であり、慶長の初頭から幕末
オ
ラ
ン
ダ
まで約一一百五十年もつづいた。このオランダ語を手段としてヨーロッパの学術や文化を研究する一」とを「和蘭学」といい、それを略し
オランダ語は、英語とおなじように、西ゲルマン語群に属する言語である。オランダ本国、ベルギー北部（フランドル地方）とフラ
ンス北部、南アフリカ共和国、インドネシアなどで用いられている。
対外交渉の視点からいえば、徳川幕府は寛永十六年（’六一一一九）から安政元年（’八五四）までの二百十五年間、鎖国政策をとり、
朝鮮・中国・オランダを除く諸外国との通商、往来をいっさい禁じた。この間、西洋の文物はオランダを通じてのみわが国に伝えられ
ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
｡ 
当時西洋文明について知識を得ようとするとき、オランダ語を手段とするしかなく、その学習の苦労はわれわれの想像を遇かにうわ
曰
本
洋
学
史
ｌ
蘭
学
事
始
Ｉ
宮
永
孝
124（１） 
げ
ん
た
く
大槻玄沢（一七五七～’八一一七、江戸後期の蘭学者、蘭方医）の著書『蘭学階梯乾』（天明一一一年［一七八一一一］の成稿）の「例言」
こ
と
に、蘭学を定義し、「蘭学トハ即チ和蘭ノ学問卜云「‐ニテ阿蘭陀ノ学問ヲスル「‐ナリ」とのべている。
蘭学は、ふつうオランダ語を通して、医学・天文・地理・兵学。画法・博物学・写真・印刷術・工芸・語学などについて学ぶことを
意
味
す
る
。
が
、
こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
沿
革
を
中
心
に
の
べ
て
み
た
い
。
ポルトガルの商船が肥前国の平戸にはじめて来航したのは天文十九年（一五五○）のことであり、ついでオランダ船が慶長十四年五
月三十日（一六○九・七・一）平戸港外に来着した。同十八年五月（一六一三・六）、ふたたびオランダ船が平戸に入港した。のちオ
ランダ人は商館などを設け、商業活動をおこなった。一方、長崎が南蛮人（室町から江戸初期にかけて日本に渡来したポルトガル、スふかえ
ぺイン人などをいう）のために開かれたのは、元亀元年（’五七○）春のことであった。このときポルトガルの商船がはじめて深江
と称していた。
その後、長崎には鎖国時代に入るまで、主として交易を目的にポルトガル人、スペイン人、イタリア人、オランダ人、イギリス人と
いったョ１ロッパ人のほか、近隣の国からは朝鮮人や、中国人が、さら圧泉南アジアの国々からはマレー人やタイ人などが来航した。
リ
ソ
グ
ア
・
フ
ラ
ン
カ
（１） 
当時、極東における標準語（共通蓮叩）としていちばん用いられたのはポルトガル語であり、貿易商人にとって同語もしくはスペ
イン語の知識は、欠くことのできないものであった。商港にはかならず通弁（通訳）の役割をはたす者がいた。かれらは日ごろ外国人
といちばん接しているうちに言葉をしぜんに覚えたものであろう。日本とオランダの貿易は、平戸においてはじまったのであるが、初
期のころオランダ人との仲立ちをする通詞は、おもにポルトガル語をもって事務を処理するのがふつうであり、ポルトガル語やスペイ
ト
ン
キ
ン
ン語をあやつる者は、わが国では南蛮通詞といい、オランダ語を取りつぐ者は蘭通詞、中国語や東京語、シャム語などを通訳する者は、
唐通詞、奉丞泉通詞、シャム通詞などと呼ばれ、幕府の役職をになっていた。
（
長
崎
の
旧
称
）
に
来
航
し
、
そ
の
後
定
期
的
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
に
は
鎖
国
時
代
に
入
る
ま
で
、
主
と
し
て
交
易
を
目
的
て
、「蘭学」
(2)１２３ 
こ
の
文
を
や
さ
し
く
現
代
風
に
訳
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
徳
川
幕
府
が
創
設
さ
れ
る
前
後
に
、
西
洋
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
ったので、すべてにわたってきびしい禁止令が出されていた。だから渡来を許されていたオランダでさえも、同国で通用している横文
》字（オランダ語）を読んだり、書いたりすることを禁じられていた。
本
そ
の
た
め
通
詞
と
い
え
ど
も
、
た
だ
オ
ラ
ン
ダ
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
と
め
て
お
く
だ
け
で
、
も
っ
ぱ
ら
口
で
覚
え
て
お
い
て
、
通
訳
の
御
用
を
つ
と
め
て
日
い
る
う
ち
に
年
月
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。そのようなありさまだったので、だれひとり横文字を読み習いたいという者はいなかった。
杉田玄白（一七一一一三～一八一七、江戸中期・後期の蘭方医）は、その最晩年に『蘭学事始』（文化十二年［’八一五］四月）を著わ
す
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
お
い
て
日
本
人
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
は
じ
め
て
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
ふ
れ
て
い
る
。
代
わ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
研
究
の
勃
興
を
み
た
の
で
あ
る
。
た
よ
う
で
あ
る
。
（２） 
当初、通詞が職制となるまでは、通訳する者は日本人だけに限らず、外国人４℃いたようである。日本における西欧語の学習と研究は、
ポルトガル語やラテン語からはじまったのであるが、寛永十六年（一六三九）ポルトガル人の来航が禁止され、オランダ人と中国人だ
けが入国し、交易を許可されてからは、オランダ語と中国語（南京、福州、泉州の方言）だけがもっぱら学習された。
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
西
洋
人
の
渡
来
が
途
絶
し
て
か
ら
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
い
っ
た
言
語
の
研
究
は
漸
次
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
平戸のオランダ商館が長崎の人口島（「出島」）に移されたのは寛永十八年（’六四一）のことだが、このときオランダ人といっしょ
に長崎へ移動した通詞（（・一戸白巴曰目）や従前長崎にいた通詞のなかには、オランダ語よりもポルトガル語のほうをよく解す者がい
○
国
初
よ
り
前
後
、
西
洋
の
事
に
付
て
は
、
し
か
人
～
の
事
有
て
、
総
て
厳
し
く
御
制
禁
仰
出
さ
れ
し
事
ゆ
え
、
渡
海
御
免
の
阿
蘭
陀
に
て
も
、
其
通
用
の
横
行
の
文
字
、
読
み
轡
の
事
は
御
禁
止
な
る
に
よ
り
、
通
詞
の
班
も
只
か
た
假
名
の
書
留
等
ま
で
に
て
、
口
づ
か
ら
記
憶
し
て
、
通
弁
の
御
用
も
弁
ぜ
し
に
て
毎
月
を
経
た
り
、
左
ありし事なれば、誰一人横行の文字読習ひ度といふ人もなかりしなりき、……（「蘭学事姶上巻芭）
122（３） 
このあとにつづく文章は、耳で聞き、□でかたる通訳法は、弊害をともなうので、せめて通訳を職業としている者だけでもオランダ
文字を習い、オランダ語の書物をよんでもよいといった許可をお上に願い出てみることになったという。もし、横文字の学習の許可が
おりれば、万事、オランダ事情もわかるし、またオランダ人からだまされても、これを問いただすこともできる。
そこで長崎のオランダ通詞（西善三郎、吉雄幸左衛門ほか一名）は、この旨幕府に懇望したところ、すぐ聞きとどけられたという。
かくしてオランダ人が渡来するようになってから百年あまりで、はじめてオランダ文字を学ぶようになったということである。
しかし、日本とオランダの通交がはじまって百十余年、鎖国政策が実施されて八十年にもなるのに、長崎のオランダ通詞は、オラン
ダ
文
が
読
め
ず
に
そ
の
職
責
を
全
う
で
き
た
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
鎖国下、横文字を読むことは、西洋事情や西洋文化に通じたり、あるいはキリスト教についての知識を．つる懸念すらあったから、公
認
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
秘
か
に
手
に
入
れ
た
洋
書
を
大
つ
ぴ
ら
に
ひ
も
と
く
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
けれど金銭がからむ大事な商取引に、耳口三寸の学（耳で聞き、口で語る）だけの通訳で用がっとまるはずはなく、『蘭学事始』の
（４） 
記
述
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
研
究
者
に
よ
っ
て
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
た
。
もとよりオランダ通詞にしても、学力のほうはかなり個人差があり、｜様ではなかった。『オランダ商館日記』（蘭館日誌）から、通
詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
力
に
つ
い
て
の
関
連
記
事
を
ひ
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
（
慶
安
二
年
）
一
六
四
九
年
四
月
二
日
…
（明暦一一年）
一六五六年十一月十四
（寛文二年）
一
六
六
二
年
八
月
二
十
八
（
寛
文
五
年
）
一六六五年一一一月六日：．
四
月
二
日
…
…
…
…
新
た
な
買
十一月十四日……通詞のの－
てきた。
十八日……バタビァからの風説書（旨の肴の）を和訳し、一通は長崎奉行の黒川輿兵衛に、もう一通は幕府に提出した。
日…………小通詞の凶・目】Ｃが江戸参府に上ったが、当人はオランダ語をほんの少ししか話せず、通訳の用が足せなかった。
かれのオランダ語は、まったく知らぬも同然（、目の９．鳥目Ｑ碕一の）である。
コ
ン
プ
ラ
ド
ー
ル
貢
弁
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
Ｊ
い
）
オ
ラ
ン
ダ
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
の９の印の］］日。ロ（石橋左術門）は、オランダ語をじょうずに話す平戸の］・印の①『曰・ロ
（別名国日の目目）を連れ
(4)１２１ 
日本洋学史
と
く
に
後
者
の
一
条
か
ら
、
寛
文
年
間
オ
ラ
ン
ダ
語
通
詞
は
語
学
の
学
習
に
精
励
し
て
い
た
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。
さ
ら
に
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
六
は
つ
と
月附の「阿蘭陀方通事法度書」の中に見られるつぎの一条、
オランダ通詞のばあい、商取引の通訳ばかりか、公文書や風説書の翻訳ができないと、本分を全うすることはとてもできない。通詞
がオランダの文字の読み書きを知らない、ということはありえないことであり、ましてや幕府がそれを禁止したというのは信じがたく、
それどころか幕府はオランダ語の学習を奨励し、その書物を読むことを勧めているのである。
み
そ
か
こ
の
こ
と
は
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
九
月
晦
附
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
「
起
請
文
前
書
」
の
中
に
み
ら
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
を
読
め
ば
明
ら
か
通詞とは、言語が互いに異なるために話が通じないとき、双方のいうことを翻訳し、話を通じさせる役目をになった人を意味するの
だが、先にのべたように語学力は千差万別であったようだ。
に
な
ろ
う
。
も
う
す
に
お
よ
ば
ず
く
ち
け
い
こ
す
べ
よ
う
よ
う
よ
く
い
た
、
、
、
、
、
、
、
一
大
小
通
詞
は
不
及
申
、
ロ
稽
古
の
者
に
至
る
迄
、
都
て
通
詞
は
要
用
（
だ
い
じ
）
な
役
儀
に
候
、
就
中
大
小
通
詞
は
通
弁
能
致
し
、
或
は
阿
蘭
陀
文
字
読
書
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
７
口
）
し候等の儀共専用の事に候、…．：
注・傍点は引用者による。
人
可
申
事
（寛文十二年）
（５） 
一六七一一年一一月十一一日………オランダ商館から奉行所に提出される書類を、通詞が読めないので、商務員が代わりに読み翻訳してやった。
つ
く
ろ
う
こ
と
虹
く
わ
げ
（公的Ｕ）
阿
蘭
陀
文
字
、
南
蛮
文
字
書
面
の
通
、
何
様
の
儀
に
て
‘
も
無
繕
有
体
に
和
解
（
翻
訳
の
意
）
可
申
上
侯
事
つ
か
戎
つ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
△
Ｄ
し
私共儀、阿蘭陀通事役被仰付難有奉存候上は、弥無油断阿蘭陀詞稽古可仕候、若――一日葉不通儀候は・二、仲間として致吟味、常々精
120（５） 
を
よ
む
と
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
文
字
を
読
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
行
な
う
よ
う
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
に
み
ら
れ
る
説
は
、
事
実
の
認
識
に
お
い
て
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
延
宝
六
年
）
（８） 
『オランダ商館日記」の一六七一二年十一月九日付の記述は、長崎奉行・牛込忠左衛門勝登（寛文十一年～延宝五年まで在任）の命令
により、十代の少年が数名、毎日商館におもむき、オランダ語の一槽古をすることになった旨をしるしたものだが、これは、通詞がオラ
ンダ語を正式に学ぶことになったことを明かす貴重な記事である。
以
下
、
原
文
を
引
き
、
訳
文
（
大
意
）
を
添
え
て
み
よ
う
。
。『。『の『四口Ｑのロの。Ｅくの『。のロ『
。■ゴの①ロ』四℃四口⑩の］。□函のロロロ『の
芹の］の①いのロのロ⑩◎ず『》、の口
通詞から来た知らせによると、
を正式に学ぶよう命を下した。
（大意）
［欄外］長崎奉行の命により、
十一月九日（木曜日）。
長崎奉行は十歳から十二歳くらいの日本の少年を何名か、毎日出島に通わせ、商務員からオランダ語の読み書き
日
本
の
若
者
た
ち
は
毎
日
、
読
み
書
き
を
ま
な
ぶ
。
ＤｏｐＱのＨＱｍｍｐ
①９○。［ロのロＱ芹○一。【のロ○口⑪すの丙のロ〔閂口四のＣ丙のロｇ・口（・のロ、◎ロぐの『ロの巨討、口の（ぬのぐｏｐＱの。
、の。【。○巨口のの『（ず四ＱＱのの①の○戸の【の〕四℃四目⑪の］。ｐ由の曰く四コ◎門口【円のロ芹】の］◎凶］画）口の円のｐｏｐ芹ロロ、堅守ｎ斤
。ロゴの（向］］ロロ日［の］臼の【のロ○○日のロ○日。。。【の⑩ｐごロゴ．（○．日切Ⅱｓのロ凹円のロョロのｚの●の『一四コ厨の
（９） 
目】茸の、四・の月田〕。芹一の⑩のロのロの○ず『幹『のロぐｍｐＱの⑪の］ぐの。ごＱの『一己の⑩の口（の二『。『Ｑのロ０
注。このオランダ文は十七世紀のもの。いまのオランダ語とは綴字が異なる。 のロロの
ロ】の『
一四四一
(6)１１９ 
日本洋学史
稽古通詞（【自丙・弓巴巨の】）と呼ばれる本通詞の実子もしくは養子が、毎日出島にきては、オランダ語やポルトガル語をまなんでい
たという。大通詞ともなれば、｜応御用がっとまるほどの語学力はあったものと思われるが、ケンペルが日本にいた当時、その子息ら
の
学
力
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は
い
え
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
多
く
解
さ
な
い
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
オランダ語を学ぶために出島に出入りした通詞とその卵は、どのようにそれを学んだのか、教授法や学習方法についてはわからぬこ
とが多い。が、通詞はオランダ語の初歩をまず「アベ、ブック」（し国国・の丙）とか「レッテル、コンスト」（Ｐの茸の『【目閂）などの
小冊子で勉強したのち、「エンヶル、ウヲールド」（の具の一言。。ａ”単語〃の意）を数百ほど覚え、ついで「サーメンスプラーク」
（ｕ） 
（⑪四日のロの己【四鳥”会話”の意）オランダ語の作文、算術などを学んだとされる。
いずれにしても日本におけるオランダ語学習の源流をたどると、平戸や長崎にいた通詞たちがその開祖であり、新井白石、青木昆陽、
（吃）
前野良沢、杉田玄白その他が江戸方面においてオランダ語を研究し、蘭学勃興の端緒をひらくのは後年の》」とである。
また通詞とはくつに、平戸や長崎の土着の者で、オランダ語やポルトガル語、あるいは中国語に多少通じていた人間もいたかとおも
一ｚ－Ｃｏ
が
わ
か
る
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
通詞の数に入らない見習い通訳の少年たちは、つねにオランダ人たちの身辺にあって、その雑用や給仕をしながら、耳からオランダ
語を覚えることに努めたとおもわれるが、ケンペルによれば、まともにオランダ語が話せる者はひとりもおらず、いずれも多少ことば
ダ
通
詞
が
百
二
十
三
名
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
オランダ語を学ぶために出島に通った少年たちは、おそらく小通詞の子息たちであろう。エンゲルベルト・ケンペル（一六五一～一
七一六、出島の医官）の『曰本誌』によると、出島のオランダ人たちは、昼間給仕のために数名の少年を使用することが許されていた
お
と
な
（皿）
といい、乙名（町役人）のと｝」ろには「使丁」の名称で登録されていた。
ケンペルが、長崎出島のオランダ商館付の医師として来日したのは一六九○年（元禄三年）のことであり、日本に一一ヵ年滞在したの
ち、パタビァ経由でオランダに帰るのであるが、当時長崎には「通詞」（日の目臼）または「通詞衆」（『の）目の一の旨）と呼ばれるオラン
118（７） 
長崎の通詞が、どのようにオランダ語の学習に手をそめて行ったかについては、大槻玄沢の『蘭学階梯坤』の「修学」にややく
わ
し
い
記
事
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
大
要
を
記
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
ｌ
長
崎
の
訳
官
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
は
じ
め
る
と
き
は
、
ま
ず
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
読
み
方
、
書
き
方
、
綴
字
な
ど
を
学
習
し
、
そ
の
あ
と
「
ザ
ー
メ
ン
ス
プ
ラーカ」といって、ふだんの談話（会話）を集めたものを習う。これらは通弁術を習いおぼえるとき、まず行なうべきことである。
それを理解したのち、オランダ文の書き方を習い、わからないときは先輩や朋友に質問したり、ときにはオランダ人にも尋ねて正し
てもらう。右のような段階を経て学ぶのが本式の教授法であるが、長崎でないと本格的に学習できない。
幕府八代将軍吉宗（一六八四～’七五一、一七一六［享保元年］～一七四五年［延享元年］在位）の時代は、日本の洋学史上もつと
（過）
も蘭学・医学・天文学などが発展した時代であった。とくに洋学が公然と奨励されて興ったのもこの時期であった。
幕府においても、四代将軍家綱（一六四一～八○）、五代将軍綱吉（一六四六～一七○九）のころ、医師がオランダ書を読習するの
（Ｍ） 
い
え
は
ろ
を黙認していたらしく、吉宗の時代を経て十代将軍家治（’七一二七～八六、一七六○［宝暦十年］～八六［天明六年］在位）の治世、
老中・田沼意次の時代になると、洋学（蘭学）の研究に従うものがふえ、ひじょうに盛んとなり、ついに「解体新書」や「蘭学階梯」
（
初
学
者
た
め
の
オ
ラ
ン
ダ
語
入
門
書
）
の
出
版
を
み
た
が
、
幕
府
の
干
渉
を
な
ん
ら
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
ク
ン
ス
ト
）
吉宗の御世、長崎のオランダ大通詞・西善一｜一郎（一七一七～六八、享保一一年～明和五年）は、出島のオランダ人から「コンスト
（
ウ
オ
ー
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク
）
（旧）
ウヲールド」（尻目の一‐三○・日のロロ。の己を借りだすと、その写本を一一一部もつくったが、これを見たオランダ人は、その精力に感心し、
ンスの動物書）で』
覚えたらよかろう、
そこで、つぎの一
こういった精進ぶりは、やがて吉宗の耳に達したようだ。かれはまだオランダの書物を見たことがなかったので、なんなりと一冊差
しだすように命じた。このとき将軍が見たのは、「図入の本」（’六六三年に商館長ヘンドリック・インダイクが献上したＪ・ヨンスト
（肥）
ンスの動物書）であり、その精密な絵におどろき、その説明を読むことができたら有益であろう、江戸でもだれかオランダ文字を学び
その辞典をあたえたという（「蘭学事始」上巻）。
｜名が吉宗の内命でオランダ語をまなぶことになった。
と
い
っ
た
。
(8)1１７ 
日本洋学史
った。｝
始上竺）
吉宗からオランダ語学習の内命をうけた二人は、寛保元年（一七四一）ごろから、毎年春になると将軍に拝礼にやってくるオランダ
人や通詞たちから、かれらのみじかい滞在中にオランダ語を学んだのであるが、公務多忙のためゆっくり学ぶというわけにはゆかなか
った。そこで数年かかって、ようやくオランダ語のアルファベットとつぎにかかげるような単語を学んだということである（「蘭学事
Ｈ惠図⑤曽壱の
著わした。
こ
ん
よ
う
と
う
ふ
い
青木は江戸において魚問屋の子とＩして生まれ、通称は文蔵といった。号は昆陽。京都の儒者・伊藤東涯（仁斎の子）について古学を
か
ん
し
ょ
学び、のち吉宗に認められ幕府に出仕。さつまいふもの栽培を奨励し「甘藷先生」とあだ名された。
野呂と青木のオランダ語は、長崎におもむいて学んだものではなく、参府のオランダ通詞から手ほどきを受けたもののようで、あと
野
呂
と
青
木
の
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
長
催
は
自
学
自
習
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
野呂は伊勢の人である。通称は源次といった。元文四年（一七三九）十月御目見医師に任用され、のちＪ・ヨンストンの動物書（］・
］ｏｐｍ芹○口の卯」ごロ曾呑§且西、砧惹賜Ｓ司邑昌曽、旨言§」ニロミ置司＆のべ国⑮下『○の（碕⑮Ｒ惠国甸斡「冴沼當曾国【○の巳。◎醐③三口荷「Ｒ惠阿『⑤葛・巽守。苫討③』‐
（灯）
【評『§、の｛§ぬ圏曾□日呑§・］①ｇ）を参府のオランダ人やオランダ通詞の協力をえて、解説し、「阿蘭陀禽獣虫魚図和解」（｜巻）を
の
る
げ
ん
じ
よ
う
御医師・野呂元丈（一六九一一一～一七六一、江戸中期の医家・本草家）
御儒者・青木文蔵（一六九八～’七六九、江戸中期の儒者・蘭学者、書物奉行）
ダヘ
ラ’
１メ
カル
ソ
ン
龍天日
マ
ー
ン
ア
ー
ル
ド
（イ）
一ナヰゲル
虎地月
ス
テ
ル
レ
メ
ン
ス
ブ
ロ
イ
ム
ポ
ー
ム
梅人星
116（９） 
前野良沢（一七二三～一八（
化“というのは「オランダのル
ランダ語学習をおもい立った。
こ
う
お
う
蘭学を志した機縁をあたえたのは、淀藩の坂江鴎という、隠遁生活に入っている人だった。同人は、ある日の》」と、良沢にオランダ
（旧）
書の残篇をみせ、これは読めないものだろうか、といった。当時、良沢はオランダ語の知識は．まったくなく、その本を借りうけ、つく
づ
く
お
も
っ
た
。
国
は
ち
が
い
、
こ
と
ば
が
違
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
お
な
じ
人
間
が
書
い
た
も
の
が
分
か
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
ひ
と
つ
オ
ラ
ン
ダ
づくおもった。国はちがい、こ１
語を学んでみようと思いたった。
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
人
は
当
睦
のちに青木文蔵は、『和蘭
よって継承発展されてゆく。
これらの語にオランダ語をあてるとつぎのようになる。
明和初年（一七六四～七一）の春、良沢は杉田玄白のひきあわせによって、参府の大通詞・西善三郎と会ったおり、オランダ語を学
国○口（ロ］）
冒日の］（天）
・『口鳥（龍）
ずロロワ。＄（竹）
パ
ム
プ
ー
ス
竹
（一七二一一一～一八○三、江戸中期の蘭方医）は、豊前国（現・大分県）の人である。通称は良沢、俗称は蘭化といった。“蘭
）は「オランダの化物」の意である。中津藩奥平家の医官であったが、明和六年（一七六九）四十七歳のとき、発奮し、オ
この二人は当時江戸においてオランダ語を学びはじめた最初のひとであった。
り
よ
う
た
く
文蔵は、『和蘭貨幣考』『和蘭話訳』『和蘭文訳』『和蘭文字略考』（二一巻）を著わした。かれの研讃の成果は、前野良沢に
『ゴロ四目。（ロ月）
目ａの（地）
感］ぬ円（虎）
の肩月の（星）
日のロの目（日のロの）（人）
己『日日ｇｏｏ目（梅）
(10）１１５ 
日本洋学史
ま
さ
か
明和七年（一七七○）、良沢は主君の奥平昌鹿公に請い、長崎に百日ほど遊学させてもらい、この間に大通詞の士口雄楢林らの訳官に
ついて一心にオランダ語を学び、青木先生からまなんだ蘭和対訳の単語集を復習訂正し、さらにそれを補足し、ようやく七百語ほどの
単語をおぼえた。さらにオランダの字体や文章なども筆写し、オランダの書物も少し買いもとめて江戸に帰った。
しかし、まだオランダ文の章句や構造をじゅうぶん理解できる学力はなかったので、ふたたび長崎に遊学し、通詞家に秘蔵されてい
たオランダ語の辞書（ピィテル・マリンの『蘭仏・仏蘭辞典』）や医学書を五、六冊ゆずりうけて江戸にもどった。
その後、たゆまず勉学に励んで六、七年もすると、疑問がとけ、オランダ文が読めるようになり、やがて訳筆をとるまでになった。
「歳月既二六七年ヲ経テ継燃トメ自得スル所アリーナ熾〆テ和蘭書翻訳ノ成業ヲ遂ケラレシトナリ」（『蘭学階梯乾』）
洋学の研究というからには、洋書がなくては何もできないのは当然である。徳川幕府は禁書政策をとり、とくに長崎に輸入される漢
ヤ
ソ
籍（おもにキリスト教関係書）に神経を使った。「禁書」というのは、ふつう「好書故事」巻七十四にみられる「耶蘇ノ教書」を指し
びたいということを述べたところ、相手からオランダ語を理解することはとてもむずかしいから、おやめになったほうがよい、と諭さ
れた。が、いつもオランダ語のことが念頭から去らなかった。
そのうちに、青木文蔵先生がオランダ学に通じていることを耳にはさんだ前野は、紹介を求めてその門人となり、「和蘭文字略考』
（青木が著したオランダ語の入門書）を授かり、日夜熱心に同書によってオランダ語を学んだ。ときに良沢四十七歳。明和六年（｜七
そ
の
う
ん
六九）のことであった。師の青木昆陽は、良沢の「一三』福厚キー感ジテ其穂（奥）ヲ尽シテ伝」（『蘭学階梯乾』）えたということであ
籍（お△
ている。
に追放され、鎖南（旧）
消滅して行った。
ｚ》。わが国にはじめて洋書をもたらしたのは、来航する外国船の乗組員や宣教師であり、やがてキリスト教が厳禁となり、宣教師が国外
追放され、鎖国が布かれてからは、一般民衆は洋書と接することがなくなり、せっかく身につけた外国語の知識も時の経過とともに
しかし、長崎の通詞だけは職掌がら語学ができないと、仕事に支障があるので横文字や洋書と接することができた。もちろんオラン
114（11） 
長崎オランダ商館の取引帳簿などを分析して著わした山脇悌二郎の『長崎のオランダ商館１１世界のなかの鎮国日本』（中央公論、
昭和弱・６）に、「書籍・学術用具」の章があり、この中で江戸時代に輸入されたオランダ書籍について論じてある。
以下、同書を参照しつつ、輸入洋書について話をすすめてみよう。
いったい江戸時代にどのくらいの数のオランダ書（蘭書）が輸入されたものか。その正確な冊数は明らかではないが、文化・文政・
天保年間（一八○四～四三）から幕末期（一八六八）にかけて輸入されたのは数千冊、おそらく一万冊は超えるのではないかという・
洋書は、自然科学系のものが大半を占めており、それらは幕府高官の注文に応じたものか、あるいは通詞たちのために輸入したもの
であるという。つぎにいつごろ、どのような洋書が長崎に舶載されたかを簡単に一覧表にしてみよう。
ダ商館を通じて、洋》
必要があったようだ。
このように江戸時代の前半期にあっては、洋書が商品として多量に輸入されることはなく、ましてやそれを読む者も長崎のオランダ
慶応～寛文期（一六四八～七二）…………おもに医書（解剖単奮皀・外科誉・本草書）と世界地図。
延宝～寛延期（一六七三～一七四八）……ほとんど舶戟がない。
宝暦期（一七五一～一七六三）……………とくに通詞たちを対象にした輸入がふえる。宝暦四年（一七五四）には、フランソワ・ハルマの蘭
し
キ
ク
コ
ン
仏辞典、ピェール。マリンの辞典（仏蘭・蘭仏の上下一一冊）、言語辞典（ラテン語を見出しにして
蘭訳したもの）、同七年（一七五七）にはドイツの医家ラウレンス・ヘイステルの外科書。同十三
年（一七六三）には、ドイツの学者ヨハン・ヒュプネルの蘭訳地理学書。
レ
キ
シ
コ
ン
明和期（一七六四～一七七一一）……………明和元年（一七六四）には、ドイツの学者ヨハネス・ヤコプ・ワイッの医学辞典の蘭訳ならびに地
図帳、同二年には『自然科学入門』の医学辞典、同七年（’七七○）には『ターヘル・アナトミこ
（ドイツの解剖学者ヨァン・アダム・クルムスの解剖学入門書の蘭訳）。
洋書を仕入れたり、あるいは出島に勤務するオランダ人からそれをゆずってもらうときには、長崎奉行の許可を得る
(12）１１３ 
日本洋学史
長崎においては、とくに通詞の子弟らは幼いときからオランダ語に親しみ、さらに出島に出入りし、オランダ人の用を弁じながら、
生活を通してことばを覚え、さらに直かにかれらから指導を受けたのである。何事によらず、人間の智力には個人差があることだから、
通
詞
の
語
学
力
に
し
て
も
段
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
ち
が
い
に
か
れ
ら
の
学
力
は
低
か
っ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
中
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
す
市中に出回った。
鎮国時代、長崎のオランダ通詞はヨーロッパの学術研究の中心的存在であった。かれらの本来の仕事は、通訳と商業上の用務を果た
（皿）
すことであった。学問的研究は、公務のムロい間にやる余技もしくは副業であった。
これに対して江戸においては、医業を専門とする者たちによって、ヨーロッパの解剖書の翻訳研究がくわだてられるに及んで、新た
し
や
ち
ゅ
う
に学界が生まれた。翻訳と学術研究を目的とした医師たちの社中（仲間）は、前野良沢（四十九歳）を盟主（〈室長）とする、
ゆ
た
つ
蘭学は文化から天保（一八○四～一八四一二）にかけて社会に広まって行き、文化五年（一八○八）には蘭学奨励の諭達（おふれ）が
（幻）
出るまでになり、それにともなって洋書の輸入もふえて行ったようだ。嘉永三年（’八五○）九月、輸入されたオランダ窒曰籍はすべて
そ
の
書
名
を
長
崎
奉
行
に
届
け
出
、
そ
の
許
可
を
え
た
も
の
だ
け
が
販
売
を
ゆ
る
さ
れ
た
。
安
政
六
年
（
’
八
五
九
）
七
月
、
神
奈
川
・
長
崎
・
箱
館
が
開
港
さ
れ
、
貿
易
が
は
じ
ま
る
と
、
各
運
上
所
に
お
い
て
検
閲
を
う
け
、
許
可
を
え
た
も
の
が
以上であった。
ぐれた者もいた。
通詞にかぎられていた。
長崎はオランダ語の学習にとって絶好の場所であったが、その他の場所となると教える人なく、学ぶに学舎はなく、その困難は想像
杉田玄白（一七一一一三～一八一七Ⅱ享保肥～文化ｕ、小浜藩の侍医）
し
ゅ
ん
あ
ん
中
川
淳
庵
（
一
七
三
九
～
八
一
ハ
Ⅱ
元
文
４
～
天
明
６
、
小
浜
藩
の
侍
医
）
ほ
し
ゅ
う
桂川甫周（一八一一六～八一Ⅱ文政９～明治ｕ、幕府奥医師）
112（13） 
中
川
は
『
タ
ー
ヘ
ル
なかったが、同書に
る点におどろいた。
ほ
ん
ぞ
う
小浜藩医の中川淳庵は、かねて本草学（薬用とする動植鉱物などを研究する、中国古来の学問）やオランダの博物学（動植鉱物、地
質学などの総称）などに深い関心をもっていた。毎年、春になると江戸にやってくるオランダ人と通詞たちの定宿（江戸本石町の長崎
屋）に出入りしていた。明和八年（’七七一）春のこと、中川はかれらの宿舎に行くと、通詞のひとりが、ヨハン・アダム・クルムス
箸『ターヘル・アナトミァ』（蘭訳・日日符］レロｇｏロ］旨．｜七一一一四年）とカスパルス・パルトリヌス（デンマーク人）『カスパリュス・
アナトミァ』（○四の忌目一のしごｇｏ白旨》刊行年不詳）といった人体解剖書を一一冊取りだしてきて、希望者があればゆずってもよい、とい
ら八名から成っていた。はじめ前野、杉田、中川ら三名一
読
解
し
た
い
と
お
も
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
書
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
杉田家は、オランダ流の外科を専門としていたから、かれはわが家にもこのような本を本箱に備えておきたいと思った。しかし、そ
のころ杉田家はたいへん貧乏だった。その本を買い求める金がない。そこで藩の家老にたのみ、ようやく求めることができた。値いに
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
相
当
値
の
は
る
も
の
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
杉田玄白が藩に買い上げてもらった『ターヘル・アナトミァ』の正式の原書名は、つぎのようなものである。
った。
し
よ
う
て
つ
桐山正哲（？～一八一五ⅢⅡ文化旭、弘前藩の侍医）
石川玄常（伝記不詳）
か
ら
す
や
ま
し
よ
う
え
ん
烏
山
松
園
（
伝
記
不
詳
）
み
ね
し
ゅ
ん
た
い
嶺春泰（一七四六～九一二Ⅱ延享３～寛政５、高崎藩の侍医）
１ヘル・アナトミこの方を家に持ちかえると、同僚の杉田玄白にそれを見せた。当時、杉田はオランダ語を一宇も読め
同書に添えられている内臓や骨格などの挿絵をみて、これまでに見たり、聞いたりしたところのものと大いに異なってい
中川ら三名ではじまった研究会は、しだいに仲間がふえ、八名になったのだが、かれらが
(14）１１１ 
ＯＮＴＬＥＥＤＫＵＮＤＩＧＥ 
ＴＡＦＥＬＥＮ， 
Benevensdedaartoebehoorende 
AFBＥＥＬＤＩＮＧＥＮ 
ＥＮ 
ＡＡＮＭＥＲＫＩＮＧＥＮ， 
WaarinhetzaamensteldesMenschelykenLichaams， 
ｅｎｈｅｔｇｅｂｒｕｉｋｖａｎａｌｌｅｄｅｓｚｅｌｆＳＤｅｅlen 
afgebeeldengeleerdword 
DOOR 
JＯＨＡＮＡＤＡＭＫＵＬＭＵＳ， 
DoctorenHoogleeraarderGenees-enNatuurkundein 
deSchoolenteDantzich，enMede-Lidvande 
KeizerlykeAcademiederWeetenschappen・
InhetNeederduitschgebragt 
Door 
GＥＲＡＲＤＵＳＤＩＣＴＥＮ， 
ChirurgynteLeyden 
TeAMSTERDAM 
ByｄｅＪＡＮＳＳＯＯＮＳＶＡＮＷＡＥＳＢＥＲＧＥ 
ＭＤＣＣｘｘＸＩＶ． 
思朴批特、
（ぬ［）Ｃ［「
この『ターヘル・アナトミァ』のオランダ語訳こそ、杉田玄白がはじめて入手したオランダ語の本であった。やがてかれはこの解剖
書を見ているうちに、同書にみられる図譜と実物とを照らし合わせてみたいとおもっていた矢先、願ってもない知らせが舞い込んだ。
ま
が
り
ぶ
ち
と
く
の
う
明和八年一一一月一一一日（一七七一・四・’七）の夜のことである。町奉行曲渕甲斐守の家来で、得能万兵衛という者から手紙がきた。
こ
つ
それには、明日おかかえ医師の何某というものが、千住の骨が原（現・荒川区南千住五丁目にある「小塚原回向院」の墓地があるあ
たり）で「脇分け」（解剖）をするので、もし観臓のお望みがあれば、そちらへおいで下さい、といった文章がつづられていた。
玄白は同僚医師の小杉玄適（一七三○～九一）から、京都の西郊において師の山脇東洋（一七○五～六二、江戸中期の古方医）が、
宝暦四年（一七五四）に刑屍を解剖したとき、お供をして観臓をおこなった話を聞いていた。玄白はかねてオランダの解剖書が図示し
ているものと、じっさいの臓器がどう違うのか、それを比較対照してみたいとおもっていたし、また東洋が著した『蔵志』（二巻、宝
暦九年（一七五九）刊、日本で最初の解剖図誌）とオランダの解剖書のどちらが正しいか、この機会にぜひ調べてみようとおもった。
杉田は、鮪分けに立ち会えとは、このうえもない幸運とばかり、こおどりして喜んだ。と同時に、千載一遇のこの好機をひとりじめ
すべきではないと考え、家業に熱心な中川淳庵、前野良沢をはじめ、だれかれと知らせを出した。
わたしは同書を東京大学総合図書館で実見することができたが、背とかどは皮であり、背文字は湊．【□旧旨口のシｚシ弓○富田とな
っている。東大本（’七三四年刊）は状態が良好である。本の大きさは、池、×唖皿厚さは３ｍである。本文は二四九頁、巻尾に付
録が十数ページついている。名古屋大学医学部教授酒井恒の訳述『ターヘル・アナトミァと解体新書』（名古屋大学出版会）があるの
で
日
本
語
訳
で
よ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『解剖学表ｌ図譜と解説付。人間のからだの構造とその部位の機能を描き説明したもの。ヨハン・アダム・クルムス箸。同人はダンチッヒの
ドクトルにして大学教授。王立科学アカデミーの会員。オランダ語に訳したのは、ライデンの外科医へラルドゥス・ディクテン。一七三四年に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ワ
ー
ス
ベ
ル
ヘ
社
よ
り
刊
行
。
（大意）
(16）１０９ 
日本洋学史
骨ヶ原の胴分けは、日本の医学史上における画期的な事件であった。前野、杉田、中川らは解剖にじっさい立ち会ったことにより、
西洋医学の卓越性をあらためて認識した。杉田は、クルムスの解剖書の一部でも翻訳できれば、人体の内外のこともはっきりするし、
治療をおこなううえで大きな利益になるだろう、というと、前野は皆さんが読解したい希望がおありなら、わたしはオランダ語の素地
その曰、肺分けの仕事をするのは、虎松という者であった。けれどかれは急に病気になったので、急きょその祖父だという九十歳に
なる者が代わりに行なった。かれはそれまでに数体解剖した経験があり、これは何、これは…である、と臓器を切り分けて説明した。
前野と杉田は、共に携えて行ったクルムスの解剖書にある図とじっさい人体の各部位がまったく同じであることを知り、ただ驚嘆す
る
し
か
な
か
っ
た
。
を着ていたらしく、本名は不詳）といった。
「これはロング（一目、）といつ〒
とで、ミルト（日豈）というのは噸
と、図を指し示しながら説明した。
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た
。
互い手をたたいて感激した。
ざ
ん
や
翌三月四日の早朝、待ちあわせの場所ｌ浅草一二谷町出口の茶屋に行ってみると、中川や前野をはじめ、その他の友人たちも来てい
た。そのとき、前野は去年、長崎へ行った折に求めたものだ、といって『ターヘル・アナトミア』の本をふところから取り出して皆に
見せた。杉田はその書物を見るや、先頃藩に買ってもらったものと同一の版本であることがわかり、これはまことに奇遇とばかり、お
同人は、大罪を犯したために処刑されたのである。
ほ
ぼ
その［ロの死屍（死刑囚の死体）は、五十歳ぐらいの京都生まれの老婦であった。あだ名を「青茶婆」（青ばんた茶色の木綿の綿入れ
しかし、それらの臓器は、中国の漢方医学の書にみられる図とはまったく異なるものであったから、昏々じっさい原物を見ないうち
そして前野は、長崎遊学ちゅうに聞き覚えたものだといって、その本を開くと、
「これはロング（一目、）といって、肺のこと、これはハルト（冨耳）といって心臓のことです。
で、ミルト（日豈）というのは脾臓のことなのです」
マ
ー
グ
（
日
口
緒
）
と
い
う
の
は
胃
の
こ
108（17） 
た
れ
がすこしあるから、それを種にしていっしょに勉強Ｉしてみましょうといった。
その翌日、最年長の前野を盟主として、その家宅（奥平家の屋敷Ⅱ京橋区鉄砲洲新栄町七丁目）にあつまり、研究会が発足したが、
ぽ
う
ぜ
ん
ろ
か
じ
一同クルムスの解剖書を前にすると、呆然とするだけで、櫓も舵もない船が大海に乗、ソだしたような気がした。
このとき前野は四十九歳。杉田は三十九歳、中川は一一一十一一一歳であった。杉田はそれまでオランダ語のアルファベット二十五文字さえ
習った経験はなかったが、Ａ・Ｂ。Ｃからはじめ、ついで単語などを覚えた。そのころ会読の集まりのメンバーのうちひとりとして、
ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た
辞
引
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
辞
書
な
し
で
は
、
翻
訳
な
ぞ
な
せ
る
業
で
は
な
い
。
前
野
だ
け
が
、
長
崎
で
求めたという簡単な小辞典（小冊子）のようなものを持っていた。
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
の
翻
訳
に
着
手
す
る
に
あ
た
り
、
三
人
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
手
を
借
り
ず
に
、
読
解
し
よ
う
と
の
固
い
決
意
で
い
た
が
、
じ
っ
さ
い
理
ま
ゆ
解
で
き
る
の
は
十
の
う
ち
一
二
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
身
体
の
各
部
分
（
目
、
口
、
鼻
、
眉
な
ど
）
の
訳
語
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
そ
こ
か
しかし、単語力や文法的知識に欠けていたから、容易に訳すことはできず、｜力月に六、七回ほど集まって、知恵を出しあっても仕
ち
ち
事は遅々として進まなかった。わずか一、一一寸（約一一一～五、六センチ）の短い文章を読むのに、丸一日かかることも珍しいことではな
かった。推理を重ね、どうしても分からぬ所は符号をつけ、あとまわしにしたり、参向の通詞たちに質問したりした。一年ほども経つ
と、牛歩もだいぶ進歩し、一日に十行、またはそれ以上も読解できるようになった。
、
、
一日会して解読できたところは、その日のうちに杉田が早速漢文に訳した。かくして明和八年（一七七一）一一一月にはじまった会読は、
一年半ほどで稿がなり、安永三年（’七七四）八月に『解体新書』となって結実した。
同書は本邦初のヨーロッパの解剖書の翻訳であり、本文四巻、附図一巻の五巻（五冊）からなる。各巻の巻頭にみられるのは、つぎ
の
四
名
の
名
と
分
担
箇
所
で
あ
る
。
前
野
良
沢
の
名
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
名
を
売
る
こ
と
を
い
た
く
嫌
っ
た
良
沢
が
、
固
く
辞
退
解できるのは十のうち三ほどにすぎなかった。
ら訳しはじめ、そのあと本文に入っていった。
（醜）
し
た
た
め
で
あ
る
ら
し
い
。
(18）１０７ 
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と
あ
る
よ
う
に
、
五
十
年
ほ
ど
の
間
に
そ
れ
が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
行
っ
た
。
ところで杉田らが苦心のすえに完成した訳書の出来ぐあいだが、それは必ずしも忠実な翻訳ではなかった。原文を簡略化したり、原
文にない語を添えたり、意図的な訳しおとしがあったり、原意とのずれが見られたり、いまなら悪訳の好例とみなされるかも知れない。
けれどかれらが悪条件の中で果敢に難事業にいどんで行った勇気と辛苦は賞賛すべきものである。
従
来
、
長
崎
あ
た
り
で
は
西
洋
学
の
こ
と
を
ともあれ『解体新書』は、翻訳書出版の第一号であったから、出版のさいには幕府の忌韓にふれることをひじょうに恐れたという。
そこで奥医師の桂川家を通じて大奥より将軍に非公式に献上し、ときの老中にも一部進呈し、さらに京の公家にも献上したが、さいわ
い
何
の
差
し
さ
わ
り
も
な
か
っ
た
。
従来、
「蛮学」
が、江戸においては、『解体新書』の訳業がきっかけとなって、「蘭学」という言葉が誕生すると、
などと称していた。
い
っ
て
６
あ
ぶ
ら
ち
す
い
ま
ん
ら
一滴の油これを広き池水の内に点すれは散して満池に及ふし」や（「蘭学事始下巻」）
解体新書巻之一
官
医
東東同若
都都藩狭
杉
田
玄
白
翼
中
川
淳
庵
鱗
石
川
玄
常
世
通
桂
川
甫
周
世
民
閲参校訳
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しかし、
を与えた。
及の度をふかめて行った。しかし、当時、蘭学の研究を“
そのためこの二つの出現がいちばん待望されたのである。
長崎のオランダ大通詞の西善三郎（一七一七～六八）は、晩年の明和年間にオランダ人ピーター・マリン国の〔の『三四１口の『蘭仏・
仏蘭辞典』』呑烏ミミ房＆曾因さ園＆弓○ミ鳥８．爵（何年版のものか明らかでない）を基に、蘭和辞典の編さんを企て、その「ＡＢ
（配）
（別）
一一一一一韻」の序言まで訳したが、完成を見ないうちに病没した。その後、前野良沢も西善三郎の訳書（未定稿）を訂正して、蘭日辞典を
（坊）さんばく
因州鳥取藩の侍医に、稲村一一一伯（’七五八～’八一一）という人がいた。稲村は『蘭学階梯』をよんで蘭学を志し、江戸に出ると大
槻玄沢の門人となった。稲村は大槻の塾で蘭学に励んでいるうちに蘭和辞典のないことの不便を身にしみて感じた。そこであるとき、
師の玄沢にピーター・マリンの『蘭仏・仏蘭辞典』を翻訳することを勧めたが、大槻はその編さんにあたることを固辞した。
ば
た
けれどじぶんが朋友の交わりをむすんでいる人に石井恒右衛門（４℃と長崎のオランダ通詞・馬田清吉）という御仁がおり、同人はい
ま白河侯（松平定信）に仕えていると語った。この石井という人は、明和八年（一七七一）に小通詞末席となったが、何らかの事情に
（妬）
より職を辞し、天明六年（一七八六）江戸に出た。そして寛政四年（一七九一一）白河侯の臣となった。
石井はかねてから、オランダ大通詞の西善三郎が果たさなかった蘭和辞典編さんの志しを、受けつぎたいとおもっていた。石井の素
志を聞き知った稲村は、大槻の門人・宇田川玄随、岡田甫説らを誘って石井の門をたたき、訳語を受けては筆記し、辞典編さんの仕事
二三韻」の序言まで訳したが、完成を見ないう←
作ろうとしたらしいが、これも未刊におわった。
に打ちこんだ。
年ならずして石井は、主君のお供して白河に行くことになったので、稲村は師の大槻玄沢から、フランソワ・ハルマの『蘭仏辞典』
（ご「○Ｃａ§。○：§「」ご図③ミミ房○意コベミ②。意曰声冒』§□（・斡・ミロ鳶コロミ§＆恩．専冒８房・』ミ②荷ミロミ・□すの○頁］「、の）を借りだし、
さらに日本ではじめて刊行された最初の蘭学入門書といわれる、大槻玄沢の『蘭学階梯』（乾・坤の二冊）の刊行により、蘭学は普
の度をふかめて行った。しかし、当時、蘭学の研究をもっとも阻害していたものは、よき蘭日対訳辞典と文法書がないことであった。
愉快ではないのは、西洋学の本家を自認する長崎の通詞家であった。が、これがよい刺激となり、西洋の学術研究にはずみ
(20）１０５ 
日本洋学史
と称する、簡略化した蘭日辞典（二巻）をつくり、これを百部限定で刊行した。
わたしは同辞典を早稲田大学中央図書館で見る機会にめぐまれたが、同大学にあるものは勝俣錐吉郎（一八七二～一九五九、明治か
ら昭和期の英語学者、もと早大教授）の旧蔵本である。
それによって辞典の編さんを続ける仕事を白井にたくした。白井はハルマの辞典を白河に持って帰り、日夜業に精をだし、ついに荒原
稿をつくり、翌天明六年（一七八六）六月江戸にもどると、訳稿を稲村にさずけた。
稲村はその原稿をさらに安岡玄真らと校正し、歳月をへてひとまず完成した。稲村はフランス語を除き、オランダ語の単語六万四千
（幻）
余語を木刻活字とし、その右側に訳語を毛筆で書き入れる形にし、まず三十部（書名、「序」「例一一一一百」もない）ほどつくった。
のちに「ハルマ和解」とか「江戸ハルマ」と呼ばれた、この蘭曰辞典は、寛政八年（’七九六）二月に完成した。が、辞書編さんの
し
ん
さ
い
仕事に着手して、約十年後のことであった。訳語は、宇田川榛斎（’七六九～’八一二四、江戸後期の蘭方医）や稲村などが書き入れた
ものであるが、諸家を訪ね、各家がそれぞれ考えている訳語を聞き取り、それを参考にして記入したらしい。
う
壮
が
み
ふ
じ
ば
や
し
ふ
ざ
ん
稲村はのちに藩籍をはなれ、名を海上随鴎とあらため京都でくらした。かれの門人に、山城の普賢寺村の住人で藤林立白山（通称・
泰助、’七八一～一八三六、江戸後期の蘭学者）というひとがいた。かれは「ハルマ和解」を抜粋訂正した、
「訳鍵」
104（21） 
Nederduitsche 
鍵訳
ひ
じ
ほ
あ
し
ば
ん
り
豊後日出藩の帆足万里（一七七八～一八五一一、江戸後期の儒学者・理学者）は、四十歳を過ぎてからオランダ語の独習をはじめたが、
そのとき唯一の手引となったのは藤林晋山の『訳鍵」や五両で求めた「ハルマ和解』の蘭和辞典であった。とくに師匠につくことなく、
豊後の片田舎でひとりで勉強する苦労は察してあまりある。
う
か
れ
は
そ
の
と
き
の
状
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
’
四
十
余
に
し
て
西
籍
（
西
洋
の
書
物
－
引
用
者
）
を
得
て
、
之
を
読
む
．
寒
郷
善
師
（
よ
仁
鱈
つ
う
す
な
わ
や
や
（肥）
き先生）無きに苦しみ、唯訳語に就きて捜索し、意（｝」ころ）倦めば則ち止む。六’七年を積み、梢其の義に通ずることを得たり。
「
ハ
ル
マ
和
解
」
は
、
二
十
冊
本
で
あ
り
、
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
使
い
づ
ら
さ
や
写
本
づ
く
り
に
困
難
な
点
が
あ
り
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
「訳鍵」の大きさは
頁、下巻は二九四頁１
篭が張り付けてある。
二四二六七語である。
き先生）無きに苦しみ、唯訳語に就き一
「ハルマ和解」は、二十冊本であり、
簡略版（二巻もしくは五巻）であった。
書（＄、×蝿凹は五巻本である。同》
し、仲間にくばったものという。曰く。
１１文化七年（一八一○）、藤林普山らと謀り、旧本八万語あまりを三万語ほどに縮めて簡易版をつくり、それを篤学の士に提供し
た
と
こ
ろ
、
世
間
の
好
評
を
博
し
た
。
が
、
こ
の
辞
典
は
部
数
も
す
ぐ
な
い
う
え
に
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
貧
し
い
学
徒
に
は
手
に
入
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
こ
ろ
、
世
間
の
好
評
を
博
し
た
。
が
、
こ
の
辞
典
は
部
数
も
一
そのため貧乏書生は、安直かつ便利な書を得ようとした。
『和蘭字奨』（出島の商館長ドゥーフが編さんしたオランダ語日本語対訳辞典［九巻］、天保四年（一八一一一三）に完成。俗に”ズーフ・
ハル了という）は申しぶんのないものだが、貧乏な学生にとって高根の花である。今回、編者は『和蘭字彙』をより所（典拠）とし、
（閲）
「訳鍵」に収録されている語いは、「ハルマ和解」の約半分ほどの一一七四六八語であり、この辞典はよく利用されたものらしい。
ちなみに風増補訳鍵」（舟疏浦圷」紙蹴‐‐大野藩広田憲寛蔵梓）は、元治元年（一八六四）春に再刊されたものである。この蘭日辞
そ
う
し
（＄、×駆叩）は五巻本である。同書の「自序」によると、「訳鍵」は寛政八年（一七九六）に宇田川榛斎先生らが苦労のすえ完成
恥鍵」の大きさは、妬、×姉、、上巻の厚さは鍋、、下巻は銅叩である。上Ｐ下一一冊（「乾」と「坤」）からなり、上巻は一五八
下巻は一一九四頁と「大西満名」（薬名）’’’一一一頁からなる。勝俣本の表紙は仮につけたもので、見開きの左右に前ページのような題
張り付けてある。各ページはタテの二段組みであり、二十一行からなる。一ページに四十一一の見出しが入っており、収録語いは、
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いま参考までに、この風増補訳鍵』の第一巻（Ａ～Ｆまで）の冒頭のページに載っている見出し語および語義とハルマの『蘭仏辞
典」（’七五八年刊）の原文とを並置し、異同点についてすこし検討をくわえてみよう。
『訳鍵』を増補し、初学者に同書を提供するものである。
「訳鍵』
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ハルマの『蘭仏辞典』の構成は、はじめに見出し語がＡＢＣ順に来、ついで各単語の語意をあたえ、ときにオランダ語の例文をかか
げ、そのフランス語訳も添えている。「訳鍵』は、見出しをすべて大文字とし、筆記体である。原書にある例文（用例）をすべて削除
しており、また語義も必要最小限としている。辞引の生命ともいうべき用例をかかげていないため、大規模な「単語集」のような印象
し
て
お
り
、
をうける。
出島のオランダ商館長ヘンドリック・ドゥーフ（一七七七～一八三五、一八○三～一七在任）は、’七九八年（寛政十年）に書記と
して来日し、のち商館長に昇進したのであるが、ヨーロッパにおいてナポレオン一世による騒乱のために、本国とパタビァとの交通が
絶えたので、長崎にオランダ船の入港はなかった。そのためドゥーフは帰国することができず、同地で十五年ちかくすごす破目におち
いった。が、かえってこのためにわが国の洋学史のうえで大きな貢献をしたのである。
ドゥーフは出島に在勤中、日本語を学んだが、日本とオランダの相互理解をいっそう深めたり、通詞の語学力を強化するためにも蘭
和対訳辞典の必要性を痛感し、新たに蘭日辞典の編さんを思いたった。かれは文化八、九年（一八一二、一八一三）ごろより、通詞の
吉雄権之助、中山得十郎らの助けを借りて、主としてフランソワ・ハルマの「蘭仏辞典』（第二版、量§ご罵烏ミミ厨＆§甸司園３
弓８己§Ｃ・墨画月の□氏の》］「］「）に依拠し、蘭日対訳辞典をつくることをはじめた。
ドゥーフのこの難事業の中心的なメンバーである吉雄や中山は、のちに毎日出島に通うと、朝から晩まで商館に残って和訳するしご
とに没頭した。それがいかに心身をすりへらす辛気しごとであったかを、中山は江戸にいるオランダ通詞・馬場佐十郎に送った手紙の
つ
か
ま
つ
り
もうさず（狐）
なかで、「夜分帰宅仕候得は、とんと疲れ果て、何も家事手に付不申」と雪叩っている。さらにドゥーフの気根（根気）にいたって
ぜ
つ
し
は、「とふとも、こふも、一一一一口語二絶候」といっている。このさいどの一文こそ、ドゥーフがいかに辞書の編さんに熱心であったかを如
と呼ばれた辞典であった。
このような繭和辞典が、じっさいオランダ文を読んだり書いたりするとき、どの程度役立ったものか疑問である。
稲村三伯の蘭日辞典（「ハルマ和解」又は「江戸ハル三）のつぎに現れたのは、
「ヅーフ、ハルマ」
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これらの通詞たちは、
謄写の仕事に従事した。
しかし、辞書づくりは、途方もない手間と時間がかかる仕事であるため、ドゥーフは初稿二方にオランダ語、一方にローマ字で日
本語を入れたもの）が成るや、それを長崎奉行に差し出し、誤りなどを訂正せられたいといい、さらに多数の通詞たちを動員して見出
し語や訳語の書き入れ、校訂などに従事させたい旨を申請した。
長崎奉行・松山伊予守は、これを幕府に上申し、その許可をえると、つぎの十一名の通詞を辞書の編修に参加するよう命じた。
実に伝えるものである。
〃
猪俣伝次右衛門…………・・…・…
〃
西甚一一一郎…・……・…………・……
〃
植村作七郎……………………．：
〃
志築長一一一郎：……………………・
稽
古
通
詞
三
島
松
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
〃
名
村
八
太
郎
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
〃
小通詞末席名村八十郎………・……：………執筆すなわち嘗き写し
〃
嘩泊回床Ｆ｝吟●炉〈一口露陶狽ｊ０：００００：：：：：：：
〃
小
通
詞
並
西義十郎…：…………………・…
〃
〃
石橋助十郎：……………………・
〃
な
み
小
通
詞
並
士
ロ
雄
権
之
助
・
［助手格－－１編集部員］
［主任格１－１編集主幹］
［担当部門］
小
通
詞
中
山
得
十
郎
（
の
ち
作
三
郎
）
…
…
見
出
し
語
の
翻
訳
な
み
小
通
詞
並
吉
雄
権
之
助
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
〃
（犯）
文化十一一年九月六日（’八一五・’○・八）より、毎口］出島の通詞部屋にあつまると、ドゥーフを助けて校訂
"""′' 
〆、
３１ 
－’ 
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るが一応ＡからＴの部までおえた。
この蘭和辞典は、
りに運ばなかった。
同年七月四日（八・七）、待ちあぐんでいたオランダ船（「ド・フラゥ・アガタ」号）と僚船「カントと号が長崎に入港した。ドゥ
ーフの後任の新商館長ヤン・コック。ブロンホフが、妻子を連れて来舶した。ドゥーフは＋｜月三日（一二・一○）帰航の船に乗って、
蘭和対訳辞書編さんの仕事は着々とすすみ、文化十三年（一八一六）九月から翌文化十四年六月までの間に、欠漏（抜けおち）はあ
［文化十三年］
九
月
…
…
…
Ａ
の
部
Ｂ
の
部
Ｃ
の
部
十
月
…
…
Ｄ
の
部
十
二
月
…
…
Ｌ
の
部
二
月
…
…
Ｍ
の
部
Ｎ
の
部
三
月
…
…
Ｏ
の
部
三
月
…
…
…
Ｐ
の
部
［文化十四年］文化十四年二八一七）ドゥーフが帰国の途につくまえにすべて完成させるつもりであった。が、ことは予定どお
三
冊
三
冊
二
冊
（欠漏）（鋼）
一冊
三
冊
（欠漏）
一冊
二
冊一冊一冊
四
冊
Ｅ
の
部
十
一
月
…
…
Ｆ
の
部
Ｇ
の
部
十
一
月
…
…
…
Ｈ
の
部
Ｑ
の
部
Ｓ
の
部
六
月
…
…
…
Ｔ
の
部
一冊一冊
（欠漏）
三
冊一冊一冊
四
冊
三
冊
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長崎を出帆するのであるが、辞書を完成させることはできなかった。
かれが帰国したのち、辞書掛の通詞たちはゆっくり編修の仕事をつづけ、天保四年十二月（一八三四・一）、ついにこの蘭和対訳辞
典を完成させた。ドゥーフが文化八、九年（一八一二、一三）ころより、オランダ通詞たちの助力をえながら編さん事業に手をつけて
か
ら
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
く
ま
で
、
じ
っ
に
二
十
三
年
も
の
長
い
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
「ヅーフ、ハルマ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
この蘭和対訳辞典（写本八冊）は、大部なものであるがずいぶん謄写も行なわれたようである。
し
ん
ど
う
わたしは早稲田大学中央図書館で、坪井信道（一七九五～一八四八、江戸後期の蘭医学者）の写本（八冊、唖、×躯叩、厚さは各巻
にばらつきがあり一定しないが、約五センチほど）を実見することができた。Ａの最初の見出し語をすこし写し取ってきたが、つぎの
ようになっている。見出し語はすべて筆記体であり、訳語は見にくいが、横書きの欧文に対してタテに書き入れてある。
空
前
絶
後
の
こ
の
辞
典
は
、
俗
に
「ドゥフ・ハルマ」
ハ
ル
マ
ハ
ル
マ
「道訳注児馬」
「
長
崎
ハ
ル
Ｅハルマ」
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『ヅースハルマ」の辞書
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象山（一八二～六四、幕末の思想家、
兵学者）は、同辞典の流布をはかり、
（妬）
『増訂和蘭語彙』と題するハルマの辞
書の出版を願い出たが、許可されなか
った。当時、洋学者を眼のかたきとす
る町奉行鳥居耀蔵のような右派の人物
か
ら
に
ら
ま
れ
て
不
許
可
と
な
っ
た
も
の
の
ようだ。
また幕府の医官桂川甫周も家蔵の稿
本を上梓しようとし、許可を求めたが、
はじめなかなか許可がおりず、再度熱
心に願い出てようやく許可をうること
ちなみに勝海舟（一八二一一一～九九、
幕末・明治期の政治家）は、筑前藩の
蘭
学
者
・
永
井
青
崖
の
門
に
入
り
オ
ラ
ン
ダ
語を学んだのであるが、弘化四年二
八
四
七
）
秋
か
ら
翌
年
の
秋
に
か
け
て
、
こ
の
『
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
二
の
辞
書
を
二
部
勝
（別）
写した。
嘉永二年（一八四九）二月、佐久間
(28）９７ 
日本洋学史
ｃ、
と
あ
り
、
そ
の
右
隣
り
に
「
例
言
」
が
く
る
が
、
す
べ
て
詮
コポコはあるが、本の大きさは把叩×蠅叩である。
と
い
う
。
見
出
し
は
、
原
則
と
し
て
大
文
字
で
あ
る
。
『
訳
鍵
』
の
場
合
タテに組まれているが、『和蘭字彙」ではヨコに入れて
に
見
ら
れ
る
例
文
と
そ
の
釈
義
が
か
か
げ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ができた。桂川甫周は安政一一年（’八五五）より刊行に着手し、弟甫策や門人たちに命じて、Ｐ・ウェーランドの辞書ミミ。ａ員房＆
国国辱§＆狩冨。。ａ§。。：ＱｏｏＨ勺・ゴの一一：。》（のシ曰の（のａ四日ｇ］。ｇ旨ののシ一一口『戸冨Ｄｏｇ○のことか）その他の書によって校訂さ
せ
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
に
完
成
し
た
。
早稲田大学中央図書館蔵の同辞典は、上・下の一一巻本である。上巻は（Ａ～Ｄ、本の大きさは魂叩×氾四厚さ“、）、下巻は（郷
見開きの左側に、
×
咀
興
厚
さ
５
四
で
あ
り
、
奥
付
は
つ
い
て
い
な
い
。
つ
ぎ
に
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』
二
七
五
八
年
刊
）
の
原
この新辞典のことを、
お
ら
ん
だ
じ
い
『和蘭字彙』
）
。
『
訳
鍵
』
の
場
合
と
お
な
じ
よ
う
に
単
語
、
類
語
、
派
生
語
は
、
す
べ
て
筆
記
体
で
あ
る
。
『
訳
鍵
』
の
語
義
は
で
は
ヨ
コ
に
入
れ
て
あ
る
。
前
者
と
の
大
き
な
違
い
は
、
後
者
で
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
書
』
す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
東
京
外
国
語
大
学
の
蔵
本
は
、
全
部
で
十
七
巻
あ
り
、
各
巻
の
厚
さ
に
デ
の
原
文
と
『
和
蘭
字
彙
」
と
を
並
置
し
て
、
そ
の
違
い
を
み
て
み
よ
う
。
9６（29） 
侍医法眼桂川甫周蔵梓 和蘭字彙 安政乙卯新鍋
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(30）９５ 
日本洋学史
の
み
で
あ
っ
た
。
「
ド
ゥ
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
「適塾」は当時、
ダ書というのは、
「ヅーフ部屋」
江
ら
ば
や
し
福沢諭吉（一八一二五～一九○一、明治期の啓蒙思想家）のぱあいは、文政元年（’八五四）長崎のオランダ通詞（楢林家）や蘭方
お
う
じ
よ
医（石川桜所）などについて、はじめてオランダ語の手ほどきを受け、安政一二年（一八五六）八月大坂に出ると、緒方供庵（’八一○
～六三、幕末期の蘭学者・医学者）の「適塾」に入門した。のちいったん帰郷し、翌年ふたたび門下生となり、その後数年同塾で学び、
に、わずかに一部「ドゥーフの蘭曰辞典」（『和蘭字彙』）の写本六冊とオランダの原書の辞典（Ｐ・ウェーランドのもの）が一部ある
のみであった。「ドゥーフの蘭日辞典」というのは、和紙にしておよそ三千枚、これを謄写することはひじょうに大儀なことで、容易
さ
い
ご
は
そ
の
塾
頭
を
つ
と
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ら
ん
ち
ゅ
う
は唯一のたのみの綱であった（「蘭畷向口伝」）。
松本良順（一八三一一～’九○七、幕末・明治期の医師、初代軍医総監）がはじめてオランダ語の手ほどきを受けたのは、天保元年
ら
よ
う
し
ゅ
ん
し
ん
ど
う
（一八三○）足立長祷（’七七六～’八一一一一ハ、江戸後期の蘭方医）の塾においてであり、ついで深川冬木町の坪井信道（一七九五～’
八四八、江戸後期の蘭方医）の門をたたいた。良順は医師・佐藤泰然の第二子であり、のち松本家に養子に入るのだが、朝坪井塾でオ
ランダを学んだのち帰宅すると、同家の調剤をすませ、午後は代診をなし、四方に奔走した。
あ
ん
ど
ん
夜になり、行灯に灯をつけると、もっぱらオランダの医書を読んだ。辞書として利用したのは『訳鍵』であった、といい、一」の辞引
『増補改正訳鍵』にかかげてある語義と『和蘭字彙』
り、例文などもかかげている点からも、『和蘭学彙』（
「訳鍵』にせよ、『和蘭字彙』にせよ、幕末期、蘭学
と称すべきものは、当時この二つをおいてなかった。
日本を代表する蘭学塾のひとつであり、その門に学んだ者の中から数多の英才が生まれた。この塾にあったオラン
わずか十部ほどの医書と物理学書であったという。辞書といえるものは、三畳敷ほどの
十藁』の語義とをつぎ比べてみると、後者が前者の語意を参考にしたと思える所もあ
芒のほうが、辞書として一段と進歩をとげた印象をあたえる。
蘭学をやる者は、いちどはそのいずれかの恩恵に浴したはずである。あえて蘭日辞典
9４（31） 
あ
が
あ
す
蘭学生は、｝」の辞典を「蘭学社会唯一の宝書として崇め」たということである。明日が会読の試験があるというその晩は、「ヅ１フ
部屋」の燈火がこうこうと輝き、五人、十人と学生が群をなして入ると、辞典を引きつつ勉強した。
この蘭和辞典を書き写すことが、書生の生活の種子になった。オランダ語を三十行ほど写すと半紙一枚十六文、そして日本文字（語
義）を写すと八文、十枚ほど写すと二百四十文ちかくにもなり、それが一一一千枚となると数十両の大金になったという（『福翁自伝』）。
な
が
上
せ
ん
さ
い
長与専斎（一八一二八～’九○一一、幕末・明治期の医学者）は、肥前（長崎）の大村より大坂に出ると、「適塾」に入門し、のち長崎
マ
マ
の精得館に入り、出島の医官ポンペより西洋医学をまなんだのであるが、大坂時代を回想して「肝腎の字書といえるのは塾中ただヅー
フ（すなわち『和蘭字彙』なり）の写本一部あるのみ」とのべている。
この辞典は、学生にとって杖とも柱ともたのむもので、「ヅーフ部屋」に備え置かれた。｜冊たりとも他に持ちだすことは許されず、
学生は立ち替り、入れ代わり、辞書がある狭い部屋に入ると、前後左右にひっぱりあいをして、字義の詮索をしたという（「松香私志」
上巻）。
なお、これらの大型の対訳辞典以外に、つぎのようなものがある。
熊秀英（森島中良）『蛮語菱１万国地名菱』
＊奥平昌高「蘭語訳撰』
て
い
こ
う
大槻茂質「蘭訳梯航」
飯
泉
士
譲
撰
『
和
蘭
文
典
字
類
前
編
』
牧
天
穆
『
蘭
語
通
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
』
高
橋
重
威
撰
「
和
蘭
文
典
字
類
海西漁夫「趣阿蘭陀語』
後編』
（
寛
政
十
年
二
七
九
八
］
、
一
巻
一
冊
、
日
本
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
訳
し
た
も
の
）
（文化七年二八一○］、五巻五冊）
（文化十三年［一八一六］、二巻二冊、オランダ語の単語集のようなもの）
（安政三年二八四四］、一巻一冊、「和蘭文典」に出てくる単語のみを集めた、簡単な蘭日
辞
典
の
よ
う
な
も
の
）
（
安
政
四
年
ロ
八
四
五
］
、
一
巻
一
冊
、
簡
単
な
蘭
和
辞
典
の
よ
う
な
も
の
）
（安政五年三八五八］、一巻一冊）
（
刊
行
年
不
詳
、
日
本
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
訳
し
た
も
の
）
(32）９３ 
日本洋学史
早稲田大学中央図書館は、同辞典の一巻（「イ」から「チ」まで）だけを架蔵している。表紙は濃紺色であり、だいぶつかれが見ら
れ
る
。
中
央
よ
り
や
や
上
の
方
に
題
篭
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
は
こ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
本
邦
初
の
日
本
語
と
オ
ラ
ン
ダ
藷
に
よ
っ
て
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
イ
ロ
五
冊
そ
ろ
え
）
で
あ
る
。
七
○
七
二
語
の
単
語
を
収
録
し
て
い
る
。
す
り
き
よ
う
か
く
とある。版式は一一度摺をほどこし、匡郭罫と訳語は製版で摺り、オランダ語と各部門の単語は木活字である。ちなみに（ィ）から
字）までの語彙を収録している早大本の第一ページをつぎに引いてみよう。
海西漁夫鯛熟語集初編』
？
「
和
蘭
熟
語
集
」
？
「
喝
蘭
熟
語
」
NieuwVerzameld 
JapansenHollandscｈ 
ＷＯＯＲＤＥＮＢＯＥＫ 
vａｎｉｔｏｔｔｉ 
本邦初の日本語とオランダ語の対訳辞典（『蘭語訳撰』）である。この辞典は、豊前国中津藩主。奥平昌高
）に江戸で刊行されたイロハ引きの曰蘭対訳辞典（泌叩×肥叩、厚さ約鍋、、左側に三カ所鋲止め、五巻
（安政四年二八五七］、一巻一冊）
（稿本、東京外国語大学附属図書館蔵）
（写本、早稲田大学中央図書館蔵）
9２（33） 
オランダ文を正しく理解するには、文法の知識は不可欠である。オランダ文法を本格的に研究しはじめたのは、長崎のもとオランダ
Ｌ
づ
き
た
だ
お
り
ゆ
ほ
通詞志築忠雄（一七一ハ○～一八○六、号を柳圃という）である。
志築のもとの姓は中野といい、安永五年（一七七六）養父孫次郎の跡をついで稽古通詞となった。が、翌年病気を理由にその職を辞
し、中野姓にもどり以降研究生活に入った。天文学や物理学の造詣がふかく、生前多くの著述を著わした。
おだやかで情に厚い性格であったらしく、ましてや名声や利益にてん淡としていたらしい。ただ蘭学を好み、世事から身をひいて、
お
だ
や
か
で
情
に
厚
い
性
格
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
閑居すること二十年にも及んだ（『六格前篇
この中野柳圃は、ウィレム・シュウェル（
、ご『目討呑§負］ヨ＆．］『］画・弓困・］『、①版
（鍋）
は苦心の研鑓のすえ『和蘭詞ロ叩考』と題すて
（伊）
（文天）
Ondergaandezon 
イ
リ
ヒ
イ
カ
ヅ
チ
イ
ナ
ピ
カ
リ
イ
ヌ
イ
納
口
ｕ
雷
電
乾
＊ Donder 
Blexem 
Noordweft 
(理地）
イ
ク
パ
レ
イ
コ
ケ
イ
ハ
オ
イ
タ
ダ
キ
イ
チ
パ
イ
リ
エ
板
橋
異
国
巌
獺
市
場
同
上
湾
Ｈｏｕｔｂｒｕｇ ソェル（一六五四～’七二○、イギリス系オランダ人）が著わした『オランダ文法』（乏更貯国昌冒意
］『９版などがある）やピィテル・マリンなどの文法書などを研究し、その大要をまなんだ。かれ
と題するオランダ文法書をつくった。
Vreemdeland 
Ｒｏｔｓ 
Ｔｏｐ 全』）。
Beurs 
Handelplaats 
Ｇｏｌｆ 
(34）９１ 
日本洋学史
（耐）
中野の門入ちゅう、いちばん文法に通じていたのは吉雄権之助、西吉右衛門、馬場貞由（佐十郎）ら一二名であったという。馬場は語
学の天才とされ、文化十一年（一八一四）九月「訂正蘭語九品集」（写本、｜冊）を著わした。
邦人が著わしたオランダ文法書の刊行は、文化五年（一八○八）年ごろにはじまり、安政三、四年（’八五六、七）ごろそのピーク
を迎えた。いま刊行年順にそれらを一覧表にしてかかげてみよう。
馬
場
貞
由
遠
田
著
明
ヘンデレッキ・ラヘヶッス撰
大
庭
雪
斎
訳
松
本
凌
雪
『
竹
内
宗
賢
訳
７
．
 
柳
下
元
良
、
金
子
忠
範
？
。
箕
作
院
甫
箕
作
院
甫 ［刊本］
馬場殿［貞由］
藤
林
普
山
馬
場
佐
十
郎
マートシカッペイ撰
『蘭語冠履辞考』
「
和
蘭
文
典
前
編
訳
語
筌
巻
之
二
」
『
訳
和
蘭
文
語
前
後
編
』
『和蘭文典読法一・二編』
「”語学原始全』
『
新
定
和
蘭
文
範
前
編
』
「輌吻乙蘭土文範」
『
和
蘭
文
典
前
後
編
』
『和蘭文典後編成句論』
く
わ
ん
じ
こ
う
「蘭蛮埴冠履辞考」
「和蘭語法解」
「訂正蘭語九品集」
『
和
蘭
文
典
前
編
」
（文化五年二八○八］、一冊）
（文化九年［一八一二］九月、上中下の三冊）
（文化十四年二八一七］、一冊）
（の『ロヨョｇ－８Ｃ【ｚ８のａ巳扇○ず①のロ『四ｍ【【目印戸一八二二年版翻刻、天保十
一年二八四○］、一冊）
（天保十三年［一八四二］、嘉永元年［一八四八］合冊もしくは二冊本）
（の百国風⑪。崗三８ａぐ。、、〕ｐｍＱの『ｚのＱのａ巳（の９の国巴・’八一○年の翻刻、
嘉
永
元
年
二
八
四
八
］
、
一
冊
）
（安政二年□八五五］、二冊、再刊）
（安政三年［一八五六］二月、一冊）
（安政三年［一八五六］、前編上中、後編上中下、五冊）
（安政三年［一八五六］七月、十月、二冊）
（安政三年二八五六］、一冊）
（安政三年二八五六］、一冊）
（安政三年［一八五六］、二冊）
9０（35） 
飯
泉
土
譲
、
高
橋
重
威
遠
田
著
明
訳
小
原
亭
之
輔
訳
７
．
 
小
川
玄
能
７
．
 
７
・
公
荘
徳
卿
、
窪
田
耕
夫
公
荘
徳
卿
、
窪
田
耕
夫
高
橋
重
威［写本または稿本］
前
野
良
沢
〃
中
野
柳
圃
〃 ７ 
● 
？ 
● 
" 
「和蘭文典字類』
『”文典訳語筌
『
新
定
和
蘭
文
範
繍驍篝」
「和蘭語学原始』
再言頁￣
蕃ポロ訂１１窩
語蘭点蘭
象文和麻
腎典蘭知
一便文加
蒙典訓
一一訳
上
巻
一
扇和蘭文典』
『洋学順知」
「和蘭文典字類後編』
「和蘭訳筌」
「和蘭語文署草稿」
『和蘭詞品考』
『蘭学生前文』
『助詞考』
初編』
前
編
全
』
（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
、
前
後
編
二
冊
）
（安政三年［一八五六］、二冊）
（
宛
員
曹
§
Ｑ
ｏ
さ
員
§
§
、
」
呑
烏
乱
貝
冴
・
意
§
←
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
八
月
、
一冊）
（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
八
月
、
一
冊
）
（
騨
尉
豚
。
§
園
阿
§
：
「
」
呑
烏
ミ
ミ
厨
３
．
忽
日
§
曹
菖
恩
薗
鳶
園
§
§
「
、Ｓ・←§費」呑烏→旨貫き○・畳且愚一八四四年版翻刻、安政三年［一八五
六］九月、一冊）
（安政四年［一八五七］三月、一冊）
（
安
政
四
年
□
八
五
七
］
、
一
冊
）
（
安
政
四
年
二
八
五
七
］
五
月
、
一
冊
）
禽日『息圃．弓。Ｓ烏曽員討二：。且一八五四年翻刻、安政四年［一八五七］八
月、二冊）
（
安
政
四
年
ロ
八
五
七
］
九
月
、
｜
冊
）
（安政四年［一八五七］、一冊、安政六年二八五九］再刊）
（安政五年二八五八］、一冊）
（
天
明
五
年
三
七
八
五
］
、
一
冊
）
（？、一冊）
（？、｜冊）
（？、一冊）
（？、一冊）
(36）８９ 
日本洋学史
いまかかげたオランダ語の文法関係の著作は、蘭学生によって利用されたことは言をまたない。日本において、日本人の手によって
はじめて編述・刊行されたオランダ語の文法書は、文化九年［一八一二］に上梓された藤林普山の「和蘭語法解』（三冊）である。
馬
場
貞
由
〃〃〃７・
中
野
柳
圃
〃
宇
田
川
玄
随
羽栗費（洋斎）
志
築
忠
雄
馬
場
貞
由
馬
場
貞
由
藤
林
普
山
大
槻
玄
幹
吉
雄
権
之
助
７
．
 
ワ
５
『
六
格
前
篇
』
『蘭語九品集』
『訂正蘭語九品集』
『和蘭文範摘要』
「和蘭語法解」
『訂正和蘭接続詞考』
『属文錦嚢』
『和蘭訳筌』
『和蘭文典和解」
（ガランマチカ和解）
『蘭語首尾接詞考』
『和蘭字類訳名妙』
『蘭字述』
「蘭字醸音捷法」
か
い
ざ
ん
け
つ
『蘭語助辞解残欠』
し
よ
し
『蘭文法諸時』
「四法諸時対訳』
『蘭訳弁電巻一・二・三・四・五』
〆へ〆■、〆￣、／■、〆■、〆■、
？？？？？？ 
、、、、、、
（？、一冊）
（筧政五年［一七九三］、五冊）
（
文
化
十
一
年
□
八
一
四
］
、
一
冊
）
（
文
化
十
一
年
二
八
一
四
］
、
一
冊
）
（文化十一年［一八一四］、一冊）
（
文
化
十
一
年
三
八
一
四
］
、
一
冊
）
（文化十二年［一八一五］、三冊）
（
文
化
十
三
年
二
八
一
六
］
、
一
冊
）
（文政四年［一八二三、｜冊）
（７．） 
（？。）
二巻一冊）
一冊）
一冊）
一冊）
一冊）
｜冊）
8８（37） 
て
ん
も
ん
か
た
延享元年（一七四四）に幕府は、江戸蔵前片町に「天文台」（暦局）を創置した。そ》」に勤める役官は天文方といい、若年寄に属し、
天文・測量・地誌などの研究のほか、外国書の翻訳などのしごとを担当した。文化八年（一八二）「天文台」のなかに「蛮書和解御
用」といった一局が設けられ、長崎からは馬場佐十郎（貞由）、江戸在住の蘭学者からは、大槻玄沢が訳官として採用され、公務がひ
まのとき、ショメルの家庭百科辞典（「厚生新編」）の翻訳にたずさわった。
蘭学が幕府の公学になるに及んで、オランダ語の学習が国内に広まってゆくのであるが、天保十二年から安政三年（一八五六）にか
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
文
典
（
原
書
）
の
翻
刻
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
教
材
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
よく用いられたオランダ文典の翻刻本は、マートスハッペイ（富四四厨呂眉已）やクラマース（］・【『口日の円⑪）らが編んだものであっ
た
。
（郷）
って行った。
し
せ
い
蘭学はもともと市井の学者のあいだから興ったものであう。が、やがて幕府はそれを採用し、また蘭学者たちも召し出されるようにな
(38）８７ 
日本洋学史
ＧＲＡＭＭＡＴＩＣＡ、
０Ｆ ［右の大意］
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
『
オ
ラ
ン
ダ
文
法
』
。
第
二
版
。
ラ
イ
デ
ン
、
デ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
フ
ロ
ー
ー
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ
ー
・
モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ド
ゥ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・
オ
ー
ム
ヶ
ン
ス
の
各
社
か
ら
一
八
二
二
年
に
刊
行
。
同書はｍｍｘ獅四厚さ約１ｍである。
NEDERDUITSCHESPRAAKKUNSm 
UITGEGＥＶＥＮＤＯＯＲＤＥ 
ＭＡＡＴＳＣＨＡＰＰＵ： 
ＴＯＴＮＵＴＭｈＮ，ＴＡＬＧＥＭＥＥＮ， 
ＴＷＥＥＤＥＤＲＵＮＫ． 
TeLEYDEN,DEVENTEReBnGRONINGEN,ｂｉｊ 
ＵＤＵＭＯＲＴＩＥＲＥＮＺＯＯＮ， 
』.Ｈ･ｄｅＬＡＮＧＥＥＮ
ＬＯＯＭＫＥＮＳ 
ＭＤＣＣＣＸＸＩＩ 
奥付に、安政四丁巳年七月
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
江
都
書
林
本
石
町
十
軒
店播
磨
屋
膳
五
郎
浅
草
茅
町
二
丁
目
須
原
屋
伊
八
とある。
8６（39） 
作州箕作氏蔵版
和
典
編前
天保十三年壬寅九月真准刊行
ＳＹＮＴＡｘＩＳ 
ＯＦ 
ＷＯＯＲＤＶＯＥＧＩＮＧ 
ＤＥＲ 
［右の大意］
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
統
語
論
。
ラ
イ
デ
ン
、
デ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
フ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ
ュ
・
モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・
オ
ー
ム
ケ
ン
ス
の
各
社
か
ら
一
八
一
○
年
に
刊
行
。
同書は岨、×獅興厚さ約１ｍである。
ＮＥＤＥＲＤＵＩＴＳＣＨＥｎＡＡＬ， 
ＵＩＴＧＨＺＣＩＷＥＮＤＯＯＲＤＥ 
MAATSCHAPPIJ： 
ＴＵＴＮＵＴＷ４Ｎ,TALGEMEElM 
TELEYDENDEVENTERENGRONINGEN,ＢＩＪ 
Ｄ・ＤＵＭＯＲＴＩＥＲｅｎＺＯＯＮ，
』.Ｈ･ｄｅＬＡＮＧＥ,ＥＮ
Ｊ･ＯＯＭＫＥＮＳ 
ＭＤＣＣＣＸ 
奥付に、安政四丁巳年七月
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
江
都
書
林
本
石
町
十
軒
店播
磨
屋
膳
五
郎
浅
草
茅
町
二
丁
目
須原屋伊八
とある。
(40）８５ 
作州箕作氏蔵版
和
典
嘉永元年戌申九月稟准
日本洋学史
ＲＵＤⅢIＨＥＮＩｌ４ 
ＯＦ 
ＧＲＯＮＤＥＮ 
ＤＦＲ 
刊行。 ［右の大意］
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
基
礎
。
第
一部。（語形成について）。第四版。ライデン、デフェンダー、
フ
ロ
ニ
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ
ュ
・
モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
Ｊ
・
デ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・
オ
ー
ム
ヶ
ン
ス
の
各
社
か
ら
一
八
二
七
年
に
同書はｍｍｘ魂皿厚さ約１ｍである。
ＮＥＤＥＲＤＵＩＴＳＣＨＥＩＡＡＬ， 
ＵＩＴＧＥＧＥＶＥＮＤＯＯＲＤＥ 
ＭＡＡＩＳＣＨＡＰＰＩＪ： 
ｍＴＮｕＴＭ４Ⅳ,TALGEMEEjvl 
ＬＳＴＵＫﾉＥ 
（COVERDEWOORDGRONDING） 
ＶＩＥＲＤＵＩＴＧＡｙＥ 
ＴＥＬＥＹＤＥＮ,ＤＥＶＥＮＴＥＲＥＮＧＲＯＮＩＮＧＥＮ,ＢＩＪ 
ＤＤＵＭＯＲＴｍＲｅｎＺＯＯＮ， 
』.Ｈ･ＤＥＬＡＮＧＥ,ＥＮ
ＪＯＯＭＫＥＮＳ･ 
ＭＤＣＣＣＸＸＶｍ． 
奥付に、柳
下
元
良
校
安
政
三
年
両
辰
八
月
書
騨
江
戸
芝
神
明
前
和
泉
屋
吉
兵
衛
とある。
8４（41） 
川越
柳下元良金子忠範
同校
定
和
編前
安政三年丙辰八月真准
こ
の
見
開
の
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ｚの□のａ巳扇●ず①のご『四口丙六ロロ⑪〆Ｑｏｏ円勺・一三の一一四コ且巳碕の、のぐのロ
】ゴロ四四日○口○℃旨の言ご囚ロゴ円の白色扇げの切目ロ『Ｑの【
ロ日四国蕨。ゴの幻呂巨ワーー①界・Ｚ】のロョ「のロ。。『Ｑのゴロ員の■『いの］ぐの己
○ぐの『国のロロの①曰く①『ずの｛の『□のＱ円巨丙・弓の□。『□『の◎ず〆国】］国］口⑩⑩の
…
自
国
…
』
圏
Ｐ
こ
の
文
章
の
大
意
は
ｌ
バ
ク
ビ
ァ
共
和
国
政
府
の
名
と
命
に
よ
っ
て
Ｐ
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ト
が
編
ん
オ
ラ
ン
ダ
文
法
。
作
者
自
身
が
剛
修
し
た
新
版
。
ド
ル
ト
レ
ク
ト
の
ブ
ル
ッ
セ
・
エ
ン
・
フ
ァン・プラーム社より一八三九年に刊行。
同書は唖叩×繩皿厚さ旧血である。
と
あ
る
。
奥付に、木
村
海
絨
校
正
安
政
三
丙
辰
年
京
寺
町
通
松
源
勝
村
治
右
衛
門
大
坂
心
斎
橋
北
久
太
郎
町
河
内
屋
喜
兵
衛
江
戸
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
(42）８３ 
木村海減蔵梓
和蘭
勿乙藺士文範
初篇
安政丙辰新鑛
日本洋学史
第一歩。サラマングのオリファント・エン・コンブ社より一八
四四年に刊行。
同書は咀叩×”興厚さ叩血である。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
に
あ
る
学
校
で
用
い
る
た
め
の
オ
ラ
ン
ダ
文
法
の
［右の大意］
ＥＣ応zcbegi"seJe〃
“『
脈庇Ｍ"iMbeSpm《zjUt""ｓｒ
蛇ｒ伽e"s陀伽rSChoJCJ0
j〃lWdblltzMsc〃OCS小j"die
Ｓａｍ、α"＆
hyOEPhα"'e〃ＣＯ"qp、
１８Ｗ 
奥付に、
とある。 皇
安
政
丙
辰
季
秋
翻
刻
8２（43） 
窩窩所徳温実学校利用 歓藺語学原始 紀元千八百四十四年刊
諸
藩
に
お
け
る
蘭
学
鎖国時代、西洋のことを学ぼうとするとき、第一語学であるオランダ語の知識は不可欠であったことは言をまたない。諸藩の中には、
逸早く蘭学を藩校の教科として取り入れていた所もあるが、何といっても蘭学普及の誘因となったのは、嘉永年間にペリーが率いる黒
究に任せ」られたという（『福翁自伝』）。
わが国で唯一の洋学教育機関である「蕃書調所」おち「洋書調所」「開成所」と改称）が、江戸神田小川町に開校したのは安政二年
（一八五五）のことだが、翌三年ごろからオランダ語の文典が相ついで刊行されるのと相まって、オランダ語の学習が一段と活発にな
る。が、やがて時代の移りかわってゆくにつれて、英学、仏学、独逸学などが新たな外国語として注目され、それらが学ばれるように
なると、オランダ語はかっての勢力を失い、やがては廃語同然になってゆく。
いまかかげたものの中で、幕末に人気があり、よく教材として用いられた翻刻本は、箕作院甫の、『和蘭文典前後編二巻』（前
グ
ラ
マ
テ
イ
カ
編は、天保十三年刊、後編は嘉永元年刊）であった。緒方の「適塾」では、入門した者は、まず同書の「前編」の素読と釈義を教わ
シ
ン
タ
キ
ス
る。それがおわると「後編」に入るのだが、これも素読と釈義を教わる。
この二つを読みおえた者は、「会読」（輪講）のコースに入る。会読のクラスは、十名から十五名の学生から成り、先輩の教師が学生
も
つ
ば
の訳読を聞きながら、その出来ぐあぃをえん魔帳に白玉、黒玉をもってつける。△云読の課程をおえると、あとは「専ら自身自力の研
か
ら
一
時
間
オ
ラ
ン
ダ
藷
「赤松則良半生談』）。
の
り
よ
し
く
と
う
赤松則良（一八四一～’九一一○、明治期の海軍軍人）は、若いとき蕃書調所の句読教授（オランダ語）であった。かれは一一一十名ほど
の稽古人（学生）を受けもったが、のらくら日を送っている者が多く、毎日授業に出て来なかった。だから出席者はひとりずつ、教師
から一時間オランダ語を教わることができた。教科書は、教授方の箕作院甫が翻刻した『和蘭文典前後編二巻』であったという
＊ 
(44）８１ 
日本洋学史
秋田藩の蘭学は、西洋画と砲術部門においてのみ交渉があり、見るべきものがないようだ。南部藩の蘭学は、医学との関連において
はじまり、文久二年（一八六一）に西洋医学校（「日新堂」）が創設されるや、医学のほかオランダ・イギリス・フランスの語学・農学・
物理学・博物学などが教授された。蘭学のほうは、日新館の総督・八角宗律が教鞭をとった。
米沢藩からは、藩医・堀内忠意（林哲）、宮崎元良、高橋桂山（一七七四～一八三○）らの蘭学者が出ており、堀内と宮崎は寛政元
年（一七八九）に江戸に出ると、大槻玄沢の「芝蘭堂」に入門し蘭学をまなび、高橋は長崎に遊学し医学とオランダ語を学び、蘭方医
（佃）
諸藩における蘭学の発達を阻害していた４℃のは、蘭学に対する偏見や無理解であったとされる。が、東北諸藩の蘭学研究に関して異
彩を放っているのは仙台藩の蘭学である。同藩における蘭学の研究は、明和・安永年間（一七六○～七○年代）の工藤平助（一七三四
～一八○○、江戸後期の医家、経世家）や林子平（’七一一一八～九三、江戸後期の経世家）らの地理学研究をその端緒とし、寛政・文化
（机）
期（一七九○～’八一○年代）に大槻一家の蘭学者がつづいて山山るに及んで本格化した。
し
げ
か
上
大槻玄沢（名は茂質）は、仙ムロ藩の洋学の先駆者であったばかりか、日本の蘭学の発達にもっとも貢献した一人である。大槻の蘭学
の師匠は杉田玄白、前野良沢であり、のち両師の各一宇をとって、”玄沢“と称した。天明五年（一七八五）長崎に約半年遊学したの
諸藩における蘭学はどのようなものであったのか、いまその概説を試みてみよう。
津軽藩が藩校「稽古館」（寛政八年創設）のなかに〃蘭学堂“なるものを設け、蘭学を研究する道を開いたのは安政六年二八五九）
二月のことであった。同藩が蘭学を採用するにいたる直接の動機は、藩内の医療と蝦夷地の警備のためであったようだ。
津軽藩を代表する蘭学者としては佐々木元俊（一八一八～七四、町医）がおり、かれは嘉永元年（一八四八）江戸にあがり、杉田成
卿（一八一七～五九、江戸後期の蘭学者）の門に入り、蘭学をまなび、のち麻布に医業を営むかたわら蘭学の修業をつづけ、安政四年
（一八五七）『蕃語象膏』（蘭々辞典の翻刻二冊）を私版でだした。また津軽藩からは『解体新書』の翻訳に参加した桐山正哲が出てい
船艦隊が来航し、開国を迫ってからである。
（”） 
となった。
（｜ る。
8０（45） 
仙台藩の蘭学は、大槻玄沢を開祖とするのだが、同藩からはすぐれた蘭学者が少なからず誕生した。たとえば、大槻玄沢、馬場佐十
郎、桂川甫賢の門に学んだ佐々木仲沢（のち「医学館」の助教となる）、蘭医・吉田長叔、馬場佐十郎などについて医学やオランダ語
を学んだ小関三英は、天保六年（一八一一一五）は天文台の訳官となり、ショメールの「厚生新編」の翻訳に従事した。
佐々木、小関について蘭方医として現れたのは、楢林重兵衛についてオランダ語を学んだ木村寿徳、カスパル外科を修めた猪股松順、
仙台におけるロシア学の創始者として名をなした小野寺丹元、シーポルトの鳴瀧塾に学んだ大槻俊斎（’八○六～六二、のち幕府の
「種痘所」の頭取）、伊達安芸の家臣・赤坂圭斎や白石の蘭学者・可野亮などがいる。赤坂はドイツ人Ｊ・Ｎ・イスフォルディングの
『理学初歩』の蘭訳を訳述し、可野は『和蘭辞典』（ヅーフ・ハルマと「訳鍵」とを校合し、両者の長所をとって作った簡易版、未完）
（例）
や『蘭学独案内』（オランダ文法書、上下の一一冊本）などの著述がある。
（帽）
幕末期、水戸藩は海防や軍備の充実をはかるために蘭学の導入をはかり、反射炉をつくり、鋳砲をおこなったが、藩校「弘道館」で
幕
末
期
、
水
戸
藩
は
海
防
や
軍
備
里
は蘭学を教授することはなかった。
ち江戸にもどった。翌年仙台藩侍医となった。寛政元年（’七八九）六月、本材木町に家塾「芝蘭堂」をひらいた。同年から文政九年
（他〉
（一八一一六）にいたる一一一十六年間に玄沢の門にまなんだ数は九十四名を数えた。
大槻玄沢の名を不朽にとどめたものは、オランダ語の入門書『蘭学階梯』（天明三年二七八三年］成稿）である。同書は日本にお
ける西洋語学書刊行の端緒を開いたばかりか、この書を読み蘭学を志し、大槻の門をたたく者も少なくなかった。蘭学史上の大槻の業
績は、幕命をうけてオランダ書の訳述（フランス人ノェール．シ劃メールが編んだ家庭百科全書の蘭訳ｌ『厚生新編」）に従ったこ
とであり、また『解体新書』の校訂や語学書の刊行にひっ生の力を尽したことである。
仙台藩の藩校（「学問所」）を「養賢堂」と公称するようになったのは安永元年（’七七二）七月のことである。もともと養賢堂で講
じられた教科は、漢学、武術・習字ｂ算術。礼法などであった。文政四年（一八一二）に「蘭学方」の一科が設けられ、ここにおいて
（柵）
はじめて洋学の講究がはじまった。翌五年一一月、すでに独立していた「医学館」に蘭方科が置かれたため、仙台藩の蘭学研究の中心は
｜時医学館に移った。
(46）７９ 
日本洋学史
佐倉藩の蘭学は、藩主の命により藩医がオランダ医学の研究をおこなったことにはじまったのだが、同藩は文政六年（一八二一一一）以
来
、
房
総
海
岸
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
蘭
学
導
入
の
も
う
一
つ
の
理
由
が
洋
式
の
砲
術
を
採
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
福井藩の蘭学は、安政四年（’八五七）四月に橋本左内（’八三四～五九、幕末期の志士）が藩校「明道館」内に「洋書習字所」
（妃）
（定員三十名）を付設したことにはじまる。橋本は嘉永一一年（’八四九）の冬、大坂の適塾に入門し、一一年数ヵ月まなびさらに安政－工
い
つ
き
年（一八五四）江戸に出ると、坪井信良・杉田成卿・市川斎宮らから広く洋学や医学を習得した。
嘉永六年（’八五三）洋学の教導掛として、
の蘭方医）は、巷
隆の基となった。
佐
倉
藩
に
は
じ
め
て
蘭
学
（
オ
ラ
ン
ダ
医
学
）
ら
し
い
も
の
が
這
入
っ
て
き
た
の
は
寛
政
二
年
（
’
七
九
○
）
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
時
の
藩
主
正
順
は
、
こ
う
ぎ
ゆ
う
士
口
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
～
一
八
○
○
、
江
戸
中
期
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
医
師
）
の
門
人
・
樋
口
保
貞
（
の
ち
司
馬
と
改
め
た
）
を
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
四
月
、
藩
医
・
鏑
木
仙
安
は
藩
主
よ
り
西
洋
書
の
研
究
を
命
じ
ら
れ
る
や
江
戸
に
出
て
箕
作
院
甫
の
門
に
入
り
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。
翌
天
保
十
年
十
月
、
藩
医
・
西
淳
甫
も
同
様
の
命
を
う
け
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
樋
口
と
西
の
両
名
は
、
藩
命
に
よ
り
一
年
（伯）
あ
ま
り
長
崎
に
遊
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
西
洋
医
学
を
勉
強
し
た
。
か
れ
壽
ら
が
西
洋
学
修
業
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
外
国
船
が
日
本
近
海
に
し
き
り
に
出
（灯）
没し、海防兵備のう一兄からも洋学の必要が感じられたからである。
天保十四年（’八四三）八月、江戸両国の薬研堀で開業と家塾（「和田塾」）を開いていた佐藤泰然（’八○四～七一一、幕末・維新期
ま
さ
よ
Ｌ
の
蘭
方
医
）
は
、
藩
主
正
睦
に
客
分
と
し
て
招
か
れ
佐
倉
に
移
る
と
、
町
医
と
な
り
佐
倉
本
町
に
「
順
天
堂
」
を
開
業
し
た
。
こ
れ
は
佐
倉
に
お
け
る
蘭
学
輿
江
戸
の
蘭
医
…
…
坪
井
信
良
（
済
世
館
医
学
所
教
授
兼
洋
学
教
授
）
藩
医
…
…
真
下
宗
三
（
洋
学
句
読
師
）
町
医
…
…
宮
永
欽
哉
（
〃
）
〃
…
…
魚
住
順
方
（
〃
）
7８（47） 
△江がくに
広島藩の蘭学は、藩主浅野長訓（一八一一一～七一一）が、ペリー艦隊の来航以来、洋学を導入しようと計画を立てたことにはじまる。
しかし、蘭学の教授をはじめるにしても、しっかりとした教師がいなくては着手できない。が、安政三年（’八五六）十月にいたり、
下問良弼いう者を三人扶持で採用して蘭学生の指導にあたらせたが、同人は文久一一年（’八六二）七月病死したために頓挫をきたした。
ついで文久三年六月、一一一刀立寛という賀茂郡仁方村の農医を五人扶持で医師として取りたて蘭学を教授させたが、元治・慶応と時代
が変わるにつれて蘭学は急におとろえ、英学や仏学に取って代わられるようになった。広島藩が「洋学所」（のち「修道館」）を開設し
（別）
たのは明治一一年（’八六九）一一一月であり、そこでは航海測量・漢学・洋学（英語、フランス語）などを教授した。
松江藩の蘭学の起源はふるく、藩主松平治郷の時代ｌ寛政のころ（一七八○～九○年代）からすでに江戸藩邸を中心に蘭学の研究
く
つ
色
ま
ざ
つ
ば
がはじまった。藩士萩野信敏は大槻玄沢や朽木昌綱（一七五○～’八○一一、円波国福知山藩主、蘭学者）と親しく交わり、また藩儒園
よ
し
な
が
安政の大獄により、藩主松平慶永が隠居謹慎を命じられ、橋本４℃また捕えられ、江戸伝馬町の獄で斬られるに及んで洋書習字所は不
振となったが、細々と命脈をたもち明治維新を迎えた。わが国の語学の気運は英学にむかっており、蘭学はその後自然消滅する運命に
翌弘化二年二八四五）五月、「洋学館」が新たに開設されるや、広く門戸をひらき他国人も入学できるようにした。蘭学関係の大
野藩の大きな貢績として自然科学の訳述書のほかに、『改正増補訳鍵』（大野藩士・広田恵寛撰、安政四年刊、五冊）や『英吉利文典』
極斫 大野藩は、弘化元年（一八四四）四月、「明倫館」を創設すると、同年五月蘭学世話役に吉田拙蔵を任じ、生徒の教育と翻訳研究に
あたらせた。さらに十二月、緒方洪庵の高弟・伊藤慎蔵を招き、同人を主任教授とし、さらに藩士西川貫蔵、山崎譲らこれを助けさせ
あった。
（相）」
らが任命された。鉢
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
安
政
四
年
刊
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
イ
ル
箸
の
翻
刻
）
な
ど
が
あ
る
。
幹事・学監であった橋本はまもなく江戸に召し出され、
坪井、真下も江戸に引きあげると、蘭学の教授にも支障がお
(48）７７ 
日本洋学史
外的関心もふかく、西洋文化に接する機会も多かった。
村田は弘化年間（一八四四～四七）緒方の適塾にまなび、その卓越した語学力をもって塾頭にまでなり、嘉永三年（一八五○）郷里
に帰り医業をひらいた。ペリー来航後、宇和島藩に迎えられ、西洋の兵書の翻訳や軍艦製造などを指導したのち江戸に出ると、蕃書調
所や講武所などに出仕した。かたわら蘭学塾を開き、西洋の兵学などを教授した。
元治元年（一八六四）山口藩に兵学校教授として呼びもどされ、以降軍政面の指導者となった。兵学校の生徒は、はじめオランダ式
（別）
の兵術のけいこをしていたが、のちイギリス式をも兼学することを命じられた。
な
お
ま
さ
か
ん
そ
う
佐賀藩の蘭学は、藩主鍋島直正（閑里、一八一四～七一）が、天保十四年（一八四一一一）十一一月に伊東玄朴（一八○○～七一、幕末・
維新期の蘭方医、のち幕府の奥医師）を、翌弘化元年（’八四四）七月に藩医・大石良英を招へいして蘭学の振興をくわだてたことに
（別）
端を発しているといわれる。佐賀藩は地理的にも長崎にちかく、寛永十八年（’六四一）以来、長崎の警備を命じられていたから、対
｜）三月緒方の適塾に⑪
藩士に取りたてられた。
布野はよほどオランダ語にひいでていたものか、万延元年（一八六○）二月、蕃書調所教授手伝として出仕し、のち師匠の金森のあ
とを引きついで、江戸藩邸で蘭学や英学を講じた・教授方手伝としてかれを助けたのは間宮観一であっ趣・
山口藩は幕末の危局にあたり、海防の充備を第一とし、大いに文武を奨励し、さらに洋学を導入し、陸海軍の創設につとめた。とく
に同藩の兵制改革をゆだねられ、兵学校教授となったのは村田蔵六（のち大村益次郎、一八二四～六九、幕末・維新期の兵制家）であ
田雄は桂川甫周について蘭学をまなんだ。松江藩の蘭学がいちばん活況を呈したのは治郷の孫の松平斉貴の時代であり、同人はオラン
ダの器械類（時計、電信機、噴水器など）に異常な興味をもち、ひろく藩士らに蘭学を奨励し、天文・測量・砲術などを学ばせた。
斉貴は、若くして長崎で蘭学をまなんだ金森建策を藩士にとりたて砲術と医学を研究させた。間宮繁之丞（のち観一と改名）は、金
ふ
の
森の指導のもとに蘭学に熟達し、文久二年五月、蕃書調所教授手伝に抜擢された。布野雲平（出雲今市の医師）は、嘉永四年（’八五
一）三月緒方の適塾に入門し、オランダ語と医学を学んだのち江戸に出ると、浪人ぐらしをしていたが、藩主斉貴にその才を認められ、
った。
7６（49） 
施
設
と
し
て
（砧）
かれは列強との国力の差をうみ出した科学技術を摂取するために、当時急速に広まりつつあった蘭学に注目し、藩校「誠之館」の学
科
１
１
漢
学
・
国
学
・
医
学
・
数
学
・
習
字
・
礼
法
・
軍
法
ｌ
に
、
蘭
学
を
加
え
た
．
坂上卜安と寺地強平は、家塾において蘭学を教授していたが、誠之館に「洋学寮」が設けられると、そこの蘭学教師となった。誠之
館は、明治五年（一八七二）に廃校になるまで、わずか十九年しか存続しなかった。明治三年（一八七○）には学制改革がおこなわれ
たが、すでに蘭学の時代はおわりを告げており、それに代わって英語とフランス語を学ばせた。
で、諸大名との協調政竺
現状の改革に着手した。
「蘭学寮」
が設けられた。
オランダ語の文法をおえたのち、物理や数学などの原書を学ぶのであるが、蘭書は高価なうえ数が少なく、それを謄写して写本をつ
くるしかなかった。またヅ１フの辞典（全十四冊）は一部あるだけであり、単庄一はオランダ書の解読にはひじょうに不便を感じた。
ま
さ
ひ
ろ
備後国福山藩主・老中阿部正弘（一八一九～五七）は、幕末期欧米列強の開国要求といった国難に遭遇し、難局打開に腐心する一方
で、諸大名との協調政策をとり、幕府の独裁制を改め、公武の合体をはかったり、大船建造の禁を解いたり、封建体制を維持しつつも
蘭掌倉〈に入った生徒は、マートスハッペ／
（弱）
るのに約一ヵ年要した。これらの文典の教・一
で
あ
る
。
要
す
る
に
い
ま
で
い
う
訳
読
で
あ
っ
た
。
この学校は、佐賀の城下から一里余郊外の中折の地にあったもので、藩校「弘道館」の学生のなかから十五名から二○名をえらび、
オランダ語とともに蘭書によって鋳砲・砲術などを学ばせ、さらにそこから海軍の研究へと発展していった。
シ
ン
タ
ク
ス
蘭学寮に入った生徒は、マートスハッペィの『和蘭文典前編』をまず習い、それをおえると後編の成句語に進み、｝」の一一冊を学習す
（弱）
るのに約一ヵ年要した。これらの文典の教え方であるが、まず一語を発幸白し、その意味をいい、そのあと文章全体の通釈を施したよう
天保五年（一八四三）七月、佐賀城下八幡小路に「医学寮」（のち「好生館」と改称）が設けられ、ここで漢方医学と併行してオラ
ンダ医学を教えたようである。「医学寮」はのち廃校になり、嘉永四年（一八五一）に「医学校」なるものが改めて創られ、その付属
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私
塾
の
蘭
学
諸藩が藩校などのカリキュラムの中などに蘭学を取り入れたのは、海防や軍備の充実を図るためであった場合が少くなかった。一方、
民間においても蘭学が普及するようになり、それは「私塾」といった形をとった。いま江戸および京阪における主な蘭学塾の形勢をみ
ると、つぎのようになる。
土佐藩の蘭学については、詳細ばわから趣ぃ・同藩は慶応二年（一八六六）、新たに藩校「開成館」を高知城の東南ｌ鏡川の中之
島中央の丸反田に設立した。機構は貨殖・観業・鉱山・捕鯨・海軍などの諸局にわかれ、別局として「訳局」というのがあり、そこで
は英語やフランス語の教授がおこなわれた。中浜万次郎などは訳局方の教授として英語をおしえた。
「医局」は当初は漢方であったが、やがて洋式（オランダ医方）に移って行った。ここではオランダ書を訳述して、生理・解剖・薬
（師）
剤などを教》え、おわりにはオランダ文典、理化学に至る傾向にあったという。すでに洋学は、蘭学の域を脱皮し、英語に転換していた。
いったいどのくらいの数の日本人が、幕末まで蘭学を学んだものか、その実体はわからないが、一説によると、江戸・京都・大坂・
（兜）
長崎で合わせて約二千名、これに諸藩の学生を合わせると、優に一二千名を超えるという。
［江戸］とその近郊
（塾の名称）
（塾主）
安懐堂のち曰習堂………坪井信道Ｉ信良
天
真
楼
塾
…
…
…
…
…
…
…
杉
田
玄
白
し
ら
ん
芝蘭堂……・…・……・……大槻玄沢
＊ 
（開業年および開業地）
文
政
十
二
年
二
八
二
九
）
、
深
川
冬
木
町
八
幡
裏
安永五年（一七七六）、浜町？
天
明
六
年
二
七
八
六
）
、
本
材
木
町
7４（51） 
森鴎外が最初に結婚したときの義父であった赤松則良（一八四一～’九二○、明治期の海軍軍人、男爵）は、安政年間、江戸の蘭学
塾でオランダ語を学んだ。かれははじめ英語を学ぶつもりであったが、当時江戸に英語を教える所がなかったので、深川冬木町にある
ら
れ
た
蘭
学
者
は
、
自
宅
に
弟
子
を
と
っ
て
蘭
学
を
教
え
る
の
聖
くは内弟子または通学生をとって教育にあたっていた。
蘭学の初期において、杉田玄白や大槻玄沢らが、それぞれ門人をとり蘭学の教育にあたったことは周知のことである。世間に名を知
れた蘭学者は、自宅に弟子をとって蘭学を教えるのが一般的であった。先にかかげた私塾は、いずれも有名なものであるが、その多
［名古屋］
［大坂］
［大煩一］
［京都〕
ｎ７Ｏ 
高
野
長
英
、７０
戸
塚
静
海
象
先
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
玄
朴
和田塾…：……・・・・………佐藤泰然
げんせ一ｓ
迎翠堂…………・・・………土生玄碩
順
天
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤
泰
然
蘭
方
眼
科
の
塾
…
…
…
…
…
高
良
斎
適
塾
ま
た
は
適
々
斎
塾
…
…
緒
方
洪
庵
好
蘭
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
江
間
蘭
斎
洋
学
館
（
自
邸
内
）
…
…
…
伊
藤
圭
介
順正書院・……・…・………新宮涼庭
７ 
０ 
７ 
ｑ 
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
、
麹
町
貝
坂
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
、
茅
場
町
天保四年（一八三一一一）、下谷
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
、
薬
研
堀
天
保
十
二
年
二
八
四
一
）
、
名
古
屋
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
？
か
い
し
よ
天保九年（一八一二八）、瓦町に開きのち過書町に移転
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
、
南
禅
寺
畔
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
、
佐
倉
(52）７３ 
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嘉永五年から安政三年（’八五二～五六）ごろ、順天堂に学んだ山内六一一一郎（提雲）（’八二六～一九二一一、幕臣、維新後鹿児島県
（的）
知
事
、
製
鉄
所
長
官
）
が
し
る
し
た
塾
生
活
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
医
学
塾
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
課
程
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た。この点、他の蘭》
忠恵『懐旧九十年』）。
た
れ
あ
ぷ
ら
塾生は、大広間の教場のところどころに一団をな－」て机をならべ、夜ともなると種油のランプをともし、鼻の孔を黒くして学んだ。
月に何回か講釈や輪講があった。赤松によると、その当時オランダ語を学ぶ者の大半は、医者志望であり、組屋敷（与力、同心などの
組に与えられた屋敷）の武士はほとんどいなかったという。初歩の教科書としては、エスポルチングの生理学、ヤンキーヘンキーの窮
で
あ
っ
た
。
塾
の
よ
し
あ
し
は
、
ひ
と
え
に
代
稽
古
す
る
塾
頭
に
よ
っ
て
価
値
が
定
ま
っ
た
。
適塾のばあい、オランダ書を読むことが中心であったのに反して、順天堂ではオランダ語学習のかたわら、医術をじっさいに研究し
た。この点、他の蘭学塾と趣を異にしていた。だから順天堂は「医学塾」といってもよく、外科においては日本一と称せられた（石黒
が教えたと語っている。「日習堂」
塾
生
は
概
し
て
な
ま
け
者
が
多
か
っ
た
。
理問答書などを用いたと語っている（『赤松則良半生談』。
幕
末
期
、
日
本
の
二
大
蘭
学
塾
と
い
え
ば
、
坪
井
信
良
の
塾
今
日
習
堂
」
）
に
入
門
し
た
。
赤松は十五歳の春から塾がよいをするのであるが、そのころの蘭学塾は、塾主みずから教えるのではなく、塾頭もしくは先輩の塾生
教えたと語っている。「日習堂」のばあい、通学生が五、六名、その他二十五名ほどの書生が三十畳敷の部屋で起居していたという。
一
オ
ラ
ン
ダ
文
典
稽
古
二
訳
書
お
よ
び
原
書
に
よ
る
医
学
講
義
と
学
習
「順天堂」塾
「適塾」
7２（53） 
オ
ラ
ン
ダ
文
典
は
、
マ
ー
ト
ス
⑰（剛）
科・外科に関するものであった。
が
ん
ぴ
などであり、また洋書は少なく、教材に使う原書を雁皮紙（ガンピの繊維からつくった薄く上質の和紙）などに謄写するＩしかなかった。
写す作業たるやひじような精力を要した。辞書は語学の勉強に不可欠であるが、ヅーフ・ハルマや訳鍵などを用いながら、三人五人額
をあつめて研究して読むといった次第で、その努力の労はじっに想像以上であったという。ときどき江戸の書騨「長崎屋」に舶来のオ
ランダ書が入ると、順天堂に通知がきたから、財力に余裕がある学生はそれを求めるために、佐倉から江戸まで十二里ある道を腰に大
（則）
刀を」こして徒歩ででかけた。
塾
生
が
い
ち
ば
ん
困
難
を
覚
え
た
の
は
、
書
物
の
欠
乏
で
あ
っ
た
。
順
天
堂
に
あ
っ
た
辞
典
と
い
え
ば
、
幕末にはオランダ語の入門書のようなものが何種類か刊行されているが、写本を含めてそれらをつぎにかかげてみよう。
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
「訳鍵」（二冊）
三
内
科
の
治
療
ま
た
は
外
科
手
術
の
助
手
と
な
る
、
ま
た
は
傍
観
す
る
かな書きの「薬名辞引」（完本ではない）
「病名辞引」（完本ではない）
ハ
ル
マ
の
写
し
が
一
部
＊ 
ツペィの翻刻「和蘭文典前・後編」を用いたようだ。先生の講義は、解剖学・生理学・病理学・内
(54）７１ 
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
きた。 日本における蘭学がピークに達したのは安政年間であるが、やがて諸外国との貿易が盛んになるにつれて、新たに英語、ドイツ語、
フランス語などが脚光を浴びて登場するようになった。中でも貿易商にとって不可欠な言語として英語が注目の的となり、前面に出て
明治五年（一八七二）には、英・独・独・露など四ヵ国語の辞典、文法、会話、発音などの解説書（入門書）が、百点ほどせきを切
ったように巷にあふれ出た。けれどオランダ語関係のものは数点をかぞえるのみであった。時代はすでにオランダ語から英語へと移行
［刊行年不詳のもの］
松
涛
可
能
『
蘭
学
独
案
｛
７
，
 
『改正阿蘭吟
？。
『
西
羊
武
力
砦
大
槻
茂
質
述
牧
蔵
柳
河
春
三
添
谷
銀
治
郎
ワワワ ７ 
● ［写本］
「和蘭訳文家伝」
「和蘭文字読法」
「蘭学輯」
『蘭学独案内』
『改正阿蘭陀語』
「西洋武功美談」
『西洋発微』
「諸蛮学字韻考』
『洋学指針」
『西字発蒙』は
や
よ
み
で
ん
じ
ゆ
『和蘭文字早読伝受
全
些
二八四五年にハーグで印刷したオランダ陸軍の学校用の読本を長崎で復刻したもの）
［早大］
（下学堂蔵梓）
（文政五年［一八二二］、三都発行書林）
（
安
政
二
年
二
八
五
五
］
、
凹
斎
蔵
梓
）
（安政四年三八五七］、千里晋行、明治元年に東京本町四丁目上州屋惣七より再刊）
（安政四年［一八五七］、京三条通堺町出雲寺文次郎他）
（慶応二年三八六六］、折り本、大阪心斎橋通安堂寺町秋田屋太右衛門書林）
［早大］
［〃］
［〃］
［早大〕
［外大］
7０（55） 
拓殖大学南親会が編んだ『蘭和大辞典』（一二四六頁）は、拓殖大学の学生二十余名が元同大学の講師千秋克巳の指導をえて分担執
筆したもので、これに上智大学教授ヨセフ・ェ１レンポスその他の数名の校閲をへて成った辞書である。戦前戦後にかけて、いささか
実用に足る蘭和辞典といえば、この辞典以外になく、また古書で求めざるをえなかった。オランダやインドネシアなどに関する特殊研
最蘭和辞典』は、旧蘭印政府日本事務局長であったファン・デル・スタット（？～一九四○）が編んだ小辞典（五九七頁）であり、
い
き
さ
し
か
昭和十七年（一九四一一）に再刊されたときの「序」に、「我国唯一の蘭和辞典として刺か江湖に誇りなるものである。而してその集録
は
ぷ
た
つ
と
も
つ
ば
せ
る
語
数
約
三
万
、
冗
を
省
き
簡
を
尚
び
専
ら
実
用
を
』
曰
と
し
て
編
纂
」
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
ファン・デル・スタットが編んだ二番目の辞典は、『日蘭辞典』（一一一一一三頁）であるが、これは『繼蘭和辞典』の「姉妹として」、
五年の歳月を費して大成した画期的なものである。見出し語はローマ綴をもって、その語の発音のままを写記したものである。集録せ
る
語
数
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
数
万
を
く
だ
る
ま
い
。
維新後、各国語の対訳辞典が逐次刊行されてゆく中で、オランダ語の辞書だけはついぞ出版されることはなかった。辞書といえるも
の
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
関
連
の
辞
引
を
か
か
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
勺・の。］・『ロロの蔚円丙のロケ巨円、
二戸］，国○○芹
監
修
『
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
財
団
法
人
日
蘭
学
会
繩鍬鍋交編纂
『蘭和辞典ｌ附蘭語文法要録』
ファン・デル・スタット編『驍繭和辞典』
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
タ
ッ
ト
編
『
日
蘭
辞
典
』
拓
殖
大
学
南
親
会
編
『蘭和大辞典」
じ
ゅ
ん
こ
う
朝
倉
純
孝
著
『蘭日辞典』
（講談社、平成６。、）
（日蘭通行調査会、大正Ⅲ・９、噸血ｘ妬叩、厚さ約鏥凹
（南洋協会、大正ｎ．８、昭和Ⅳ・胆再刊、鋼、×咀四厚さ約師四
（南洋協会、昭和９．ｍ、Ⅳｍｘｍｍ、厚さ妬巴
（創造社、昭和畑・６、ｗｍｘ唖皿厚さ卵凹
（明治書院、昭和四・７、脈ｍｘｍ皿厚さ約１四
(56）６９ 
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七二頁、見出し語、約五二○○○）であった。
究
に
従
事
す
る
者
は
、
こ
の
辞
典
と
か
蘭
英
そ
の
他
の
外
国
の
辞
典
を
ひ
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
この『蘭和大辞典』に先だちて、「実用を主眼とする簡約なる蘭曰小辞典を刊行したい」といった版元（開隆堂）の懇望により、急
きょ稿を起して成ったのが、東京外国語学校教授・朝倉純孝の『蘭日辞典』（二○三頁）である。
昭和十六年（一九四一）七月、日本軍は南部仏印に進駐を開始し、さらに同年十二月太平洋戦争が勃発するや、蘭印（オランダ領東
インド）に進攻し、経営統治を行なうに及んで、オランダ語の必要性が痛感された。当時のインドネシア諸民族は、オランダ語をもっ
て教育されていたから、かれらの内的生活にふれ、その中に入ってゆくにはオランダ語の知識は緊要であった。
太平洋戦争ちゅう大小の蘭曰辞典があわただしく再刊もしくは新たに刊行されたのは、「東亜の共栄に寄与」するためであった。
江戸時代、オランダ語は西洋文化を学ぶ手段として、また外交用語として枢要な位置を占めていたが、維新後、その地位は一挙に転
落し、概して必要性の乏しい外国語とみなされるようになり、それがこんにちまで続いている感がある。が、戦後はじめての本格的な
蘭日辞典（『オランダ語辞典』）が、平成六年（一九九四）に講談社から刊行された。戦前戦後もそうだが、オランダ語は、日本の蘭学
史、鎖国時代の日蘭関係、オランダ本国の学術やインドネシア関連について研究する人たちが主として学ぶ言語であった。けれど近年
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
交
通
が
ひ
ん
ぱ
ん
と
な
り
、
日
本
企
業
の
オ
ラ
ン
ダ
進
出
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容
を
も
つ
実
用
の
蘭
和
辞
典
の
出
現
が望まれるようになった。そういった時代の要請に応えて、『クラマ１スの蘭英辞典」をもとに編まれたのが『オランダ語辞典』（一○
つぎにオランダ語の語学書について述べておく。明治期は顕著なものはほとんどなく、大正時代からぽつぽつ現れるようになり今日
に至っている。つぎにかかげるものがその主なものである。
日
蘭
通
交
調
査
会
編
日
蘭
通
交
調
査
会
編
拓
殖
大
学
南
親
会
編
『和蘭文典（未定稿崖
「蘭語文法要録』
『和蘭語文法』
（二○六頁、日蘭通交調査会、大正７．ｕ）
（
二
五
頁
、
文
正
堂
印
刷
所
、
大
正
、
・
９
）
（
三
○
頁
、
小
冊
子
、
創
造
社
、
昭
和
旧
・
６
）
6８（57） 
,ヘヘ，ヘヘヘヘヘヘ注
８７６５４３２１ 
、-〃、-ノ、-ゾ、ソ、.ノ、.〆、-ノ、=ノ 桜
井
隆
朝
倉
純
孝
エ
ー
・
ク
ロ
イ
シ
ン
ガ
箸
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崎
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朝
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孝
朝
倉
純
孝
朝
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孝
塩
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純
孝
槍
枝
一
郎
鳥
井
裕
美
子
川
端
喜
美
子
Ｐ。Ｃ・ドナルドリソン箸
石
井
光
庸
、
川
崎
靖
訳
板沢武雄「蘭学の意義と蘭学創始に関する二一一一の問題
注
（
４
）
の
板
沢
論
文
、
二
二
頁
を
参
照
し
、
ま
と
め
た
も
の
。
『通航一覧』巻百四十八。
『
長
崎
叢
書
増
補
長
崎
薯
史
上
巻
三
」
（
長
崎
市
役
所
、
大
正
十
五
年
十
二
月
）
、
五
三
八
頁
。
同右。
○・幻・国・×月〕目ＣＯ目】□四ｍ己の甘］眉目・］の８１］ｍｍＰご口昌口巨、寓言・儀昏の国、伽巨の．］①⑰Ｐｂ・田
『長崎と海外文化下編』（長崎市役所、大正十五年四月）、三頁。
『
文
明
源
流
叢
書
第
一
巻
』
（
国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年
十
月
）
。
『和蘭語四週間」
『現代オランダ語文法』
『オランダ語入門』
『オランダ語常用六○○○語』
『オランダ語会話ハンドブック』
「オランダ語文法入門』
「オランダ語文典』
『オランダ語基礎一五○○』
「オランダ語会話練習帳』
「オランダ語基本単語二○○○』
『オランダ語誌』
『
Ｃ
Ｄ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
オ
ラ
ン
ダ
語
』
（三）」（『歴史地理』第五十九巻第五号所収、一八頁）。注（２）をも参照。
（大学書林、昭和ｎ．３、昭和妬・皿改訂第一版）
（三省堂、昭和四・２）
（元々社、昭和皿・６）
（大学書林、昭和狐。ｌ）
（大学書林、昭和印・皿）
（大学書林、昭和別・５）
（大学書林、昭和記・８）
（大学書林、平成３．７）
（大学書林、平成６．２）
（
株
式
会
社
語
研
、
平
成
８
．
４
）
（現代書館、平成ｕ・⑫）
（白水社、平成ｕ・７）
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（
９
）
（
４
）
の
板
沢
論
文
、
二
三
頁
に
も
同
条
の
全
文
が
引
か
れ
て
い
か
げ
て
お
い
た
。
な
お
、
板
沢
論
文
に
は
訳
文
は
つ
い
て
い
な
い
。
片桐一男『阿蘭陀通詞の研究』（吉川弘文館、昭和六十年二月）、四四六～四五一頁を参照。
『杉田玄白の蘭学事始』（日本放送出版協会、昭和十五年一月）、三八頁。
井野辺茂雄「蘭学の起原」（「歴史地理』第二十六巻第五号所収）。
この辞典については、よくわからない。勺・言の一一：Ｑが編んだｚの」の己已厨◎す『ロロ一百口曰、言。Ｃａのロワｏの〆芹のシ日呉の己四日目］ｏ冨目の⑪
ど
一
口
員
冨
Ｄ
ｏ
Ｑ
ｏ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
。
大槻文彦「和蘭字典文典の訳述起」（『歴学雑誌』第九編第三号）。
Ｏ
 
帆
足
図
南
次
「
帆
足
万
里
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
）
、
五
八
頁
。
同右、六七頁。
注
（
田
）
の
三
注（鋼）の六列
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
洋
学
史
上
巻
語
学
』
（
長
崎
大
献
社
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
、
六
六
～
六
七
頁
。
注（田）の八六頁。
注（⑬）の八三頁。
大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
乾
』
、
八
頁
。
中
村
喜
代
三
「
江
戸
幕
府
の
禁
瞥
政
策
（
同右。
注
（
⑬
）
の
四
一
頁
。
注
（
凪
）
の
四
二
頁
。
注（２）の四頁。
今
井
正
訳
『
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
日
本
史
下
巻
』
（
霞
ヶ
関
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
）
、
八
七
頁
。
の六八頁。
の一○○頁。 一
一
三
頁
に
も
同
条
の
全
文
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
原
文
と
多
少
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
日
本
学
士
院
の
謄
写
本
を
筆
写
し
た
も
の
を
か
（下）」ｓ史林』第十一巻第四号所収）。
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沼田次郎『洋学」（吉川弘文館、平成元年十月）、二○六頁。
小川鼎三『佐藤泰然伝』（非売品、順天堂史編纂委員会、昭和四十七年四月）、四九頁。
村上一郎『蘭医佐藤泰然ｌその生涯とその一族門流』（房総郷土研究会、昭和十六年六月）、六一頁。
山口宗之『橋本左内』（吉川弘文館、昭和三十七年二月）、七四頁。
錘鵡辮勢糯『福井県教育百年史第一巻通史編Ｈ』（福井県教育委員会、昭和五十三年三月）、九四～九五頁。
同右、一三五頁。
同右、三四頁。
注（似）の四（
注（４）の四（
重久篤太郎『日本近世英学史増補版（抜刷）（名著普及会作成、昭和五十七年十一月）、二○～二一頁。
池田哲郎「東北諸藩の蘭学」ｓ東北史の新研究」万華堂出版、昭和五十八年十二月）を参照。
同右、二八二頁。
注（旧）の一○六頁。
注（週）の一○五害
注（邪）の九八頁。
石井孝『勝海舟』（吉川弘文館、昭和四十九年八月）、四頁。
大平喜間多『佐久間象山」（吉川弘文館、昭和三十六年四月）、九○～九二頁。
注（週）の一○五頁。
斎藤阿具『ヅーフと日本』
注（昭）の八一～八二頁。
注（⑬）の一○三舌
注
（
路
）
の
八
一
頁
。
注（邪）の七五頁。
の四○～四六頁。
の四○頁。
の一○三頁。
（広文館、大正十一年九月）、二二七頁。
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注注注 『福山市史中巻』（福山市史編纂会、昭和四十三年三月）、八○三頁。
『
高
知
県
史
下
巻
』
（
高
知
県
史
編
纂
会
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
）
、
一
○
四
頁
。
惣郷正明『洋学の系譜ｌ江戸から明治へ』（研究社出版、昭和五十九年四月）、八二頁。
『
佐
賀
県
教
育
史
第
四
巻
同右、二一九～二一一一○頁。
注（皿）の一六八～一六九頁。
同右、三○六頁。
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
三
』
、
二
四
七
～
二
五
八
頁
。
〆■、〆~、〆へ
４７４７１４７ 
、､ノ、-〆ミーノ
ののの
-－九九
○八九
一１頁
言＿&．。
の一○一頁。
の九八～九九頁。
通史編円』（佐賀県教育史編纂委員会、平成三年三月）、一一一八頁。
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ピーター・マリンの「闘仏・仏間
辞典」（1762年版）
［早大中央図書館蔵］
｢訳鍵」（｢乾」「坤｣）
[早大中央図轡館蔵］
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｢和間学奨」（安政２年刊）
［早大中央図欝館蔵］
｢ハルマの蘭和対訳辞典」（1834年刊）
［早大中央図瞥館蔵］
_型ir01W／
蝋 猫段鋪識露
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奥平昌高編「MM語訳選」
(和蘭対訳辞典，文化７年［1810］刊）
［早大中央図普館蔵］
Ｐ､ウニーランドの「文芸辞典」
(蘭和辞典を編むとき参酌したもの)。
［東京外国語大学附属図懸館蔵］
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